
本文 付帯事項 出典 年 月日

先剋御出祝着無極候、仍御色紙被御筆候て被下候、誠々忝畏入存候、尤致参上雖可申上候、自然斎如存知腹を以外煩候て散々式候、今朝も如申候、殊可致祇候之由自然斎へ被仰出候由被申候、歓楽之趣御心入とも、加養生旁御礼等可令参上之由申候き、雖然于今散々式候間、ひえありき候てハ、又猶可為迷惑候間、今少加養生申上候へく候、先々可然様御心得候て御披露可畏入候、自由儀返々迷惑仕候、能々御心得奉憑候、恐ゝ謹言。早梅一枝進上仕候、当年ハ類多候へとも、此一枝ハなにと哉らん早梅めき候やうニ候間、進上仕候、御心得所仰候、加養生明日程参上仕申上候へく候、十一月十六日 （宗長花押） 宛所欠（上書：中沢殿まいる御宿所　宗長） 戦国遺文今川氏編0117「柴屋軒宗長書状」（実隆公記明応七年十一月十三〜十六日紙背文書）1498(明応7)年 ★11_月16日

先度者、内々可懸御目存候処ニ、無其儀候、御床敷存候、仍而晨参近々上洛候、飯尾江州承候羽鳥事、村々分候而、各知行候間、急度難成候、左様ニ候へ者、余ニ時宜不可然候条、雖少分之儀候、うけ所之様ニ、致返事候、内々此分御屋形様も、御納得候、金拾■■■せ■て、京着候様にと存候、一向不成ニハ、可被増候哉、但憖之儀にて、悪候ハんするや、尤被思食候者、被成其御心得、可有御返事候、晨参へも談合申候処、不可苦様ニ、承候間、先此分申致沙汰候、態雖可申入候、晨参御越候間、令啓候、万以面、可申承候、恐々謹言。尚々左様候者、自来年可被上分候、先度之御使者、今度之御芳信ニハ、金三両御上候キ、又静謐之祝儀にハ、御太刀にて候つる、十一月十六日 範為（花押） 宛所欠（上書：永正八　柴屋軒床下　福島和泉守範為）戦国遺文今川氏編0246「福島範為書状」（尊経閣古文書纂所収飯尾文書）1511(永正8)年 ★11_月16日

去廿三日、於其地一戦勝利、諸口ため可然候、先度下向候時分者、中郡を打捨られ候やうに候間、侘事至候へは、よき仕合に候、爰元万事に殊忠之様に候へとも、加様之処を聞候へは、天道も候かと可然候、目出候。一、宇佐美弥七郎信州へ今明日中罷越、可刷由分申候、是又可然候。一、同名伊玄いまに駿河にわたられ候由候、早雲刷も前ゝニ相かハり候由、藤沢より帰路時宗申候由、厳阿物語候、返ゝ伊玄事、無御心元候。一、妙雲院をもつて申候条敷返事、御納得所希候。一、近身相定られ候人数、いつれもゝゝ慮外刷共、言語不及候、御在府時者、それへこそ申候つれとも、いまハ其身達ハ、傍輩同前にはしりめくり候かたゝゝに候間、心中をも愚慮故申候ハねハ、弥超越したる時宜共ニ候、当年かくやのはん一夜もせられ候ハぬかた候、是にて可有御推察候。一、小四郎殿、今度一戦不合候よしニて、無念かり、可有推量候。一、早ゝ中越へ罷越度候へとも、当郡備、又者いまた府内さへ乗馬難叶候間、無其儀候、返ゝ妙雲返し待入計候。一、揚北衆出陣延引、惣別各刷共慮外、沙汰限共候、乱裏者か様に候ハてハ叶へからす、事ゝ堪忍、一度諸人あんとを可致候様に、国をもたせらるへき事、かんよふに候、恐ゝ謹言。返ゝ平六被打取、去ゝ年以来無念も可散候、又ハ下向年頭かたゝゝ物はしめに候間、満足とん満足に候、長与三一人を、五十人百人にもかへましき人体候、其身の不便之事者不申及、たゝゝゝおしきまてに候、府内ことにハ御留す中、無何事候、可有御心安候、雪もきえ候ハゝ、火事なとはやるへく候か、惣別に諸人かいになり候間、いか様成曲事も出来いたすへく候、愚慮むね候間、せんあく誰ゝにも意見なとなすましく候、妙雲、長授にも面語至候、其ひいきへんはのやうに申候と承及候て、返ゝ心気無念、口惜候、一覧やかてゝゝ火中、正月廿七日 定実（花押） 宛所欠（上書：桃渓斎　定実） 神奈川県史資料編3下6500「上杉定実書状」（上杉文書）1512(永正9)年 ★01_月27日

（前欠）不思儀之御造営不及申、御糺■■■戦火之様体無御申計候、拙者千万付■■■■難成候、其故者一両年前判形令■■■■奉加之儀寄附候へ共、無其儀候、罷過候、■■■■引取故如此一身之満足不過■■■■雖少分候、はいとうの合力是又■■■■之儀候間、彼門徒中も可為親者■■■■難申尽候、恐ゝ謹言、九月十九日 盛昌（花押） 宛所欠（上書：大道寺蔵人佐） 戦国遺文後北条氏編4148「大道寺盛昌書状」（幼童抄紙背文書）1530(享禄3)年 ★09_月19日

（前欠）之由■■時分■■■所より可申入候、恐ゝ謹言、 廿三日 盛正（花押） 宛所欠（上書：桑原弥九郎） 戦国遺文後北条氏編4119「桑原盛正書状」（幼童抄紙背文書）1530(享禄3)年 ★月23日

（前欠）■石ハいかゝのよし心得申候、自■■■■前出候て申合候間、又泰照■■■■鎌倉へいつ比御越候ハん哉、後藤方■■■■筆を可遣申候、あまりに聞■■■■事中ゝゝ心得申候、何時茂■■■預御左右候、恐ゝ謹言、則刻 盛昌（花押） 宛所欠（上書：大道寺） 戦国遺文後北条氏編4149「大道寺盛昌書状」（幼童抄紙背文書）1530(享禄3)年 ★月日欠

今度就于一乱、於所々無異于他走廻抽粉骨、剰住書花蔵へ被取之処、親綱取返返付畢、甚以神妙之至、無是非候、対義元子孫末代、親綱忠節無比類者也、恐々謹言、○紙継目、五行分余白今度一乱已前、大上様御注書お取、花蔵へ被為参候処、葉梨城責落、御注書お取進上仕候、然間、御自筆仁而御感被下候、為子孫之注書畢、天文五丙申霜月三日 義元（花押） 宛所欠（上書：岡部左京進殿） 戦国遺文今川氏編0571「今川義元書状」（藤枝市郷土博物館所蔵岡部文書）1536(天文5)年 ★11_月03日

御寺領之儀、道甫時不相替、不可有別儀者也、恐々謹言、 天文九三月五日 広忠（花押） 宛所欠（上書：菅生　万勝寺　床下　松三　広忠） 愛知県史資料編10_1357「松平広忠書状」（満性寺文書）1540(天文9)年 ★03_月05日

就御借銭之儀、去々年以折紙申候筋目、聊不可有相違候上者、誰々自然雖有申子細、少も不可存疎意、可致成其御心得候、委細林新五郎可申入候、恐々謹言、六月八日 信秀（花押） 宛所欠（上書：神主殿御宿所織田弾正忠信秀） 愛知県史資料編10_1395「織田信秀書状」（津島神社文書）1542(天文11)年★06_月08日

こゝもとなりかにて弐十俵、明年よりいらんなくしんしやう申へく候、すこしも無さた申ましく候、そのためこ一筆申候、かしく、天文十三年十一月十一日 ひろ定（花押） 宛所欠（上書：ふかうす殿御上さま参人々御中　あんしやうより　与二郎）愛知県史資料編10_1533「与二郎ひろ定請文」（本光寺常盤歴史館所蔵文書）1544(天文13)年★11_月11日

妙国寺酒役之事承候、先度如申候、迷惑ニ候へ共、自貴所承候間、不及是非進之候、猶以妙国寺へ之指置ニ者無之候、貴所へ進迄候、可有其心得候、然者一札進之候、恐ゝ謹言。急候間捻まて申候、八月六日 綱景（花押） 宛所欠（上書：関善御報　遠甲綱景） 戦国遺文後北条氏編0338「遠山綱景書状」（妙国寺文書）1548(天文17)年★08_月06日

中納言へ之判形をは大道寺可渡遣候。相承院一跡之事、前ゝ中納言ニ被申合候事、様体無紛聞候、大途不及公事儀候間、大道寺・桑原、其段可申付候、仍三浦郡大多和郷、前ゝ相承院拘之地之由候、然ニ、近年龍源院被致代官候、龍源死去候之間、大多和郷相承院江渡置候、彼郷年貢之事、本務五拾余貫文、増分六拾七貫文ニ候、此内、為廻御影供之方、増分六拾七貫文、院家中配当ニ相定候、残而五拾貫文、相承院可為所務候、彼郷重而附置候上者、可然僧をも被御覧立、只今之中納言ニ被相副、相承院無退転様ニ可有御助言候、恐ゝ敬白、六月十八日 氏康（花押） 宛所欠（上書：金剛王院御同宿中　北条氏康） 戦国遺文後北条氏編0380「北条氏康書状」（相承院文書）1550(天文19)年★06_月18日

するかとおはりとくわほくのこと、たいけんちやうらうへちよくしよつかハされ候、さおひなき事にて候ハゝよろこひおほしめし候へく候、御しゆりの事なとも、おほせいたされ候へきにて候つる、とりミたしのおりふしにて候ほとに、時分をはからい申候ハんするよし、太けん申され候つる、いまのおりふしなとおほせいたされ候てしかるへく候ハんするや、いつれもよく御心え候て、つたへられ候へく候よし申とて候、かしく、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：封四つし大納言とのへ・御局御奉書・仰　天文十■■　■）愛知県史資料編10_1774「後奈良天皇女房奉書」（臨済寺文書）1550(天文19)年★月日欠

尚以、急度進退者被替候而、尤に存候ゝゝ、其方より可申候事と此方より申事候、分別あるへく候、尚以、しよたいをくつし候へハ我々そうさ大儀迷惑仕候へとも、借銭共とも仕候へハ、落居いかゝと存申事に候、かほもて首のあかをとり候て御心につかせ申たく候へく候、急度申候、一、其方進退の事、事外合力仕候を及身候付而、数度異見を申候へ共、是状之趣事さへなく候、言語道断ニ候、一、右如申候、代々仕来候ことく売買仕候而、可然と申候へ者、いやと申候、薬師を仕候ハんと申候体に候て候、一、去年之秋、徳芳軒へも引合申候事、一、去年冬、当所へ彦八殿御下之時もせんかく馳走申事ニ候、其時ノ申やうニハ、坂東へ可罷下との事ニ候に、早正中ニも可下哉と存候へ共、さたもなく候こと、一、如此うつけ候て居候てハ、公用をつミつけ候て着候共売買をせす、領中をも不取候、作をもせす居候事ハさたのかきりニ候、せめてはちたゝきなとも可然候ハん哉、幸とやせん、孫七近所ニ居候事候間、一々京都へ可罷上なとゝ申事もけいりうか、一、其方ミかきり候間、何事も成間敷候間、しよたいをくつし候たん可然候、一、此条々書状ニハ不得申候間、平右・紀左衛門を頼候て申入候、深もなく候哉、六ヶ敷も候哉、菟角返事さへなく候間、直申候、返事より白山牛玉ニ精強仕候て、■■■もらひ可申候、さたのかきり言語道断ニ候へく候、恐々謹言、天文廿一九月廿日 全朔（花押） 宛所欠（上書：佐介とのへ　全朔より） 愛知県史資料編10_1848「加藤延隆書状」（西加藤家文書）1552(天文21)年★09_月20日

従京都之貴札之趣、委細令得其意候、明融之御事、先年御下向之時遂対顔候、以其好与風御下向之由候間、懸御目候、別非許容申候、於道之儀者、法外之御進退、縦雖有御競望不足、諸人信用代々御門弟之事候条、専御家督存置候、少疎意不存之由、両人相心得、可被御報申候、猶期面謁之時候、恐々謹言、閏正月廿四日 義元（花押） 宛所欠（上書：冨樫民部少輔殿　■■■■■殿　義元）戦国遺文今川氏編1123「今川義元書状」（時雨亭文庫冷泉家古文書）1553(天文22)年★01閏月24日

一■御入候。桜井寺山之事、前々ニ相替、所々より伐採候之由候、其段糟屋備前守殿・山田新右衛門殿江被仰立候処、合点候て、制札を被進候由候、尤可然と存候、為向後候間、我々も如此令申候、恐々謹言、天文廿二丑三月十七日 大蔵（花押） 宛所欠（上書：桜井寺参　阿部大蔵） 戦国遺文今川氏編1137「阿部定吉書状」（岡崎市桜井寺町・桜井寺文書）1553(天文22)年★03_月17日

桜井寺山之事、前々ニ相替、所々より伐採候条、拙者為御使、糟屋備前守殿・山田新右衛門尉殿江前々之様体申処ニ、合点被成、制札を被進之候、依其儀阿部大蔵一札并我等一札、為向後如此令進之候、恐々謹言、天文廿二丑三月十七日 清秀（花押） 宛所欠（上書：桜井寺参　酒井与七郎清秀） 戦国遺文今川氏編1138「酒井清秀書状」（岡崎市桜井寺町・桜井寺文書）1553(天文22)年★03_月17日

かさいよりといの弥七郎御つかいとしてまかりこされ候、東慶寺長老上様ちかん寺候間、なつ以来おほせとゝのへられ候間、此たひの御帰寺申なすへきのよし候、ことに御いつせき御さうそくの御しやうもん、昨日申とゝのへ、たゝいましん上致候、めてたく候、我等ニをいてもまんそく候、さりなから、此上之事、御かうゝゝの御心もちニきわまりまいらせ候、くわしき儀ハ、かさいより御申入さるへく候、御ひろう、かしく、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：ちかん寺いふ侍者　うち康） 戦国遺文後北条氏編1550「北条氏康書状」（東慶寺文書）1556(弘治2)年 ★月日欠

急度令啓上候、仍今度三河商人、此方山中木綿通申候処、四本衆被押留候、自先規きわたなと被留候事、一切無之儀候、四本衆之儀も此方領中上下被仕候付而、別而入魂儀ニ候、我等も対四本江、雖不存如在候、新儀被申条如此候、被加御分別、於無異■者、可為恐悦候、猶早水勘解由左衛門尉可被得御意候、恐惶謹言、拾月十六日 有吉（花押） 宛所欠（上書：両■■　■■有吉） 愛知県史資料編11_0040「千草有吉書状」（今堀日吉神社文書）1560(永禄3)年 ★10_月16日

三河商人木綿之事■■■■■被申扱、速水勘解由左衛■■■■為礼物三百疋三種二荷持参■■■商人中合点にて相■候由■■■■可然候、時分柄候間、無申事様相果可然候、次　上へ御礼物■■■■被相急候て可然候、不可有油断■■■■恐々謹言、十月十八日 士忠（花押）・公雄（花押） 宛所欠（上書：辻村殿　谷■■） 愛知県史資料編11_0041「布施公雄・三上士忠連署状」（今堀日吉神社文書）1560(永禄3)年 ★10_月18日

先年於参河国吉田城、令内通存忠節之上、任契約之旨、細谷代官并給分五拾貫文令補任之、同代官徳分陣夫事、可為如年来事。右、任天沢寺殿判形之旨、所充行永不可有相違、守此旨弥可抽忠功之状、仍如件、永禄三庚申年十二月十六日氏真（花押） 宛所欠（上書：野々山四郎右衛門尉殿　氏真） 戦国遺文今川氏編1626「今川氏真判物」（野々山千万往氏所蔵文書）1560(永禄3)年 ★12_月16日

つの平儀、其方一ゑんいたしおき候、かめ千代とのへ何用もか中の衆何たる事申候共、とりあけ候ましく候、もしふしんき候ハゝ、たつね可申候、恐々謹言、十一月吉日 元康（花押） 宛所欠（上書：松井左近とのへ　松蔵人元康） 愛知県史資料編11_0258「徳川家康書状」（松井家文書）1562(永禄5)年 ★11_月吉日

深溝米銭旧借付而、去年中一揆之刻、不可有返弁之一札を深溝江被出候、然処当春属無事之時、如前々と土呂其外へ一札被出候、只今御相論如何候間、来年中ニ本米・本銭を以、従深溝返弁被成候へ、当年之儀ハ一円納所成間敷候、此旨岡諸宿老衆与談合仕申定候、双方之御為第一国之御為、旁以家康も祝着可申候、国中何方之家中も同前候、但永地計相除候、其外借義一切ニ本を以、去年中ニ可有其沙汰候、岡崎同心之衆点を被合候、各不及御異乱、御合点可被成候、恐々謹言。猶以深溝家中上下之借儀、右之分ニ候、深溝へも達而異見を申候、此外不申候、十二月朔日 信元（花押） 宛所欠（上書：書立之衆中御宿所　水野下野守信元）愛知県史資料編11_0402「水野信元書状」（本光寺常盤歴史資料館所蔵文書）1564(永禄7)年 ★12_月01日

長々在国辛労候、信長参洛事無別儀由喜入候、然者治定何比可参洛候哉、能々相究、信長誓紙申調帰参待入候、由断有間敷候へ共、若相延候者、一人成共先其方之様体令上国言上肝要候也、卯月十八日 （足利義秋花押） 宛所欠（上書：細川兵部大輔とのへ・和田伊賀守とのへ）愛知県史資料編11_0488「足利義昭御内書」（和田家文書）1566(永禄9)年 ★04_月18日

善・山上之事。根本者官領馬廻衆ニ候、公方・官領御分目之剋、官領方御うちは之時節、佐野大炊助先祖周防守ニ在所お被押抜、三ヶ年五十子ニ致在陣、還住之儀、雖致侘言候、武州面依無御手透、拙者曽祖父信濃守成繁ニ、彼両人ニ合力在所於令還住者、末代可為同心之由、依被仰出、葛塚地お取立三ヶ年差置番手、剰於号奥沢地、佐野周防守与遂一戦得勝利後、両名字心易在所被致本意候、以来曽祖父信濃守、左衛門佐祖父景繁、亡父信濃守泰繁迄三代無恙同心仕来候処、天文十年辛丑年秋、庁鼻和乗賢・那波刑部太輔宗俊・厩橋賢忠・成田下総守・佐野周防守方々相談、亡父へ取懸候剋、厩橋へ致心替候、以来離手候処、去庚申年属本意候、然処北条厩橋旧同心之由申候歟、厩橋之事、輝虎世ニも、初者河田豊前守給置候、其以後喜多条丹後給置候へ共、拙者依旧同心之筋、同心仕来候、然処去秋輝虎へ申合、拙者へ深致不儀候、越国之敗北之上、旧冬向佐野御張陣之時分氏邦御陣へ懸入、依奉頼、従氏邦頻而御意見候間、如何共不致得、致参会候、此等之条々、自氏邦可被御申立候、永禄十年丁卯 差出人欠 宛所欠（上書：善・山上之事書　中山被成之） 埼玉県史料叢書12_0322「由良成繁事書案」（由良文書）1567(永禄10)年★月日欠

用之事候て兵へ三郎上せ候、仍彼儀小そうしやへ談合申候か、御ひろう候ハぬさきニ彼儀落着なされ候へハあしく候、はやゝゝ御奉行まへにてさいきよニなされ候うへハ、とかくニ　上様御下知次第ニあるへく候を、御披露之候ハぬさきにすまし候てハ、かへつてわたくしの由御ひはん候へは大せつ候間、内儀をハゑちことのへ可申候由被申候、いかさまニむかいよりいかやうニ御そせう申候共、御披露候ハぬまへハなるましく候間、可有御心安候、我等も来月はしめハのほり候へく候間、様体談合可申候、くわしくハひやうへ三郎可申候、恐々謹言、正月廿五日 直興（花押） 宛所欠（上書：藤左衛門殿まいる　自駿府　匂左近）戦国遺文今川氏編2162「匂坂直興書状」（浜松市北区細江町中川・蜂前神社文書）1568(永禄11)年★01_月25日

重而御飛脚、御状則披露申候、其御城堅固御拘之由、無比類被思召候、領中之儀御本意之上、御望次第可被遣之旨、御意候、委細者口上申宣候条、不能具候、恐々謹言、正月七日 芳線（花押） 宛所欠（上書：大沢殿・中彦参御報　自懸河　金遊）戦国遺文今川氏編2231「朝比奈芳線書状」（大沢文書）1569(永禄12)年★01_月07日

不寄存候処、此度就致出陣、御使特御折紙、披閲本望之至存候、昨日者、興国寺へ罷移、万端申付候、陣屋等無之間、打返黄瀬川端陣取申候、明日者、吉原辺迄陣寄、一両日之内、富士筋地形見聞、彼口之様子可申達覚語候、委曲大草方口上頼入候、恐々謹言、七月十二日 氏照（花押）・氏規（花押） 宛所欠（上書：韮山江御報　北条源三・■■■） 川崎市文化財調査集録55「北条氏照・氏規連署書状」（王禅寺文書）1569(永禄12)年 ★07_月12日

松岳院之事、改而為南松院領定之畢、并近年被勤之寺役已下、令面許候、就中今度於駿州拝領之新地之内、追而見合一ヶ寺可進覧之候、其外桃隠和尚可任尊意之由候条、弥覚公座元御談合可為肝要候、恐惶頓首、永禄十二年七月廿五日 信君（花押） 宛所欠（上書：南松院侍衣閣下　左衛門大夫信君） 静岡県史資料編8_0066「穴山信君書状」（山梨県・南松院文書）1569(永禄12)年 ★07_月25日

東流大夫・馬淵大夫・安西・村岡等之社人断絶之遺跡、為其方計可被申付之趣、被　仰出者也、仍如件、永禄十三年庚午正月廿日 日付に（竜朱印）土屋右衛門尉奉之 宛所欠（上書：駿河惣社神主殿） 静岡県史資料編8_0148「武田家朱印状」（志貴文書） 1570(永禄13)年 ★01_月20日

下国已来不申入候、所存之外候、仍江北へ行之儀、取出三ヶ所候、先の取出ニハ拙者人数三千加可在之由候、氏家を伊賀一城、稲葉を水野下野守一取出可被置之由候、就其火急之用ニ候、於其方てつはう薬いかにもよく候を三十きん程、并ゑんせう三十きん御調候て可給候、別而御馳走頼入候、江北へ於行者、即時通路已下可明候間、可御心安候、於此方御用等蒙仰、聊不可如在候、旁自是可申入候間、不能巨細候、恐々謹言。尚以最前ニも委細申入候御用之事、何もゝゝ御調候て可給候、頼入候、飯米大坂ニ置候、竹■■御談合候て■ヲ以、何も御調法候て可給候、六月四日 秀吉（花押） 宛所欠（上書：昨夢■床下　木下藤吉郎秀吉） 豊臣秀吉文書集0023「羽柴秀吉書状」（名古屋市博物館）1570(永禄13)年 ★06_月04日

こめ十ひやう、ひくちニ其方よりのたんせんかたのこめお御わたし候へく候、すくなく候へ共、事ハり御申候て、御わたし候へく候、恐ゝ謹言、又申候、長石ニ五貫文のはつにわたし候へく候。返々すくなく■■候へ共、まつゝゝわたし候へく候、りやう中お出し候へ共、一きおこり候間、物なり候間、其御心へ候へく候、いそき候て、たんせんの事、さいそくかたくさせ候へく候、此ほか不申候、十二月廿七日（別筆：しかの御ちんのとし）秀吉（花押） 宛所欠（上書：はちひこゑまいる御中　藤吉郎） 豊臣秀吉文書集0037「羽柴秀吉書状」（豊太閤真蹟集）1570(永禄13)年 ★12_月27日

御養子之儀、佐御陣へ可被差越段、至于納得も、頓速用意難成之存候、於其分者、先岩之儀を如何共及意見、佐陣之内渡被申様ニ候者、其内三郎殿御用意被相調、西上州御働之内、可為着陣候哉、何向ニも相澄候様ニと、致覚悟侭如此候、以上、二月十二日 氏邦（花押） 宛所欠（上書：進隼参　新太郎） 戦国遺文後北条氏編1380「北条氏邦書状」（上杉文書）1570(永禄13/元亀元)年★02_月12日

今日者、終日御劬労察存候、仍先刻可覃直段之処、令失念、只今顕紙上候、抑津久井上州両筋之事者、今日致卜置候、豆州口之行末占卜、一大事之様之間、叮嚀ニ窺天道、然而可定行之筋候、誠申兼候へ共、明日午未両刻之間ニ来過、向于豆州表、動于干戈之是非、卜問所希候也、委曲期面拝之砌候、恐々敬白。猶々明日ハ未剋ニ有来臨、於于霊前、則被抽丹祈、御卜問可為肝要候成、二月廿八日 信玄（花押） 宛所欠（上書：智■院玉床下　信玄） 戦国遺文武田氏編1517「武田晴信書状」（東京都・諏訪家所蔵文書）1570(永禄13/元亀元)年★02_月28日

御書拝見、奉存其旨候、信玄向豆州出張、只今時節不審存候、畢竟相州由断故、敵打不求候、如仰出御同陣之儀、去年以来之子細ニ候、急度以使御相談可被申処、左様之■無之事、由断存候、然篠窪を以被申入■仰出、無御余儀奉存候、去春御内意之透、伊右・幸田氏政父子江就申聞者、争彼者差越可被申候、両人失念仕不申届故、被指越候哉と致迷惑候、此旨可預御披露候、以上。尚以、信玄出張不審存候、当国之御勢、当府ニ被為集置儀、其隠有間敷処、豆州へ調儀、条ゝ不審存候、返ゝ御同陣之儀、最前ニ以使者可被得御意処、結句自此方、大石被指越候、惣別相州由断笑止ニ存候、後詰之儀、急速可被成置処、於拙者も過分奉存候、其上御同陣可有之由、急度明日相州へ可申越候、以上、九日 差出人欠 宛所欠（上書：直江殿　三郎） 戦国遺文後北条氏編4361「上杉景虎書状」（本間美術館所蔵文書）1570(永禄13/元亀元)年★08_月09日

態御使越候おまい田足かるの義しなん無之由、又者知行分小前田桜さハ内ニ候間、しなんの義頼度由、近年被申候へと、惣別しなんの義いやニ候間、御いに不申候、昨日申上候処ニ、しなん可被仰付候由、被仰出候、尤しなん申候、何分もちうもんいたされ、申上られへく候、以上。返々二三ヶ年被申候間、わひ事ニまかせ申上候、二月廿日 政信（花押） 宛所欠（上書：はせへ兵庫殿・足軽衆まゐる　いつミノ守）北条氏邦と猪俣邦憲p218「和泉守政信書状」（長谷部家文書）1571(元亀2)年 ★02_月20日

御床敷折節、御状本望候、如仰今度者御下、殊永々御逗留候つるニ、何事之遊山も御入候ハす候、然共上ニての御仕合共能候て、於我等満足候、御帰路ニハ何と哉らん、あやまちさせられ候よし申候、無心元候処、くるしからす御渡候由、これ又尤候、就中勧修寺郷両人事承候、神藤右衛門折紙うつし給令披見候、無是非儀候、爰本ニて一円無其沙汰候つる、様体あひきわめ、追而可申候、次すき袋、如書状送給候、祝着申候、猶期来信之時候、恐々謹言。猶以彼両人事、一円不存つる、承候旨意得申候、何篇追而可申入候、又相紛事候て、使者御帰候、無御心元候、七月十三日 秀吉（花押） 宛所欠（上書：観小次■さま御返報　木藤秀吉） 豊臣秀吉文書集0041「羽柴秀吉書状」（法政大学能楽研究所）1571(元亀2)年 ★07_月13日

同名中務大輔、近年　公儀御近辺ニ被召置、被加御悃意候由、面目之至候、於信玄茂畏入候、去春三州陣参着、至只今抑留、既被立　御色、信長御追伐被思召立之由候条、因茲帰洛候、中書非私之由断候、於　御前宜御取成可為本望候、恐々謹言、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：彦五郎殿　信玄） 愛知県史資料編11_0791「武田晴信書状」（荒尾親成氏所蔵文書）1571(元亀2)年 ★月日欠

此春よりの御よろこひめてたさ、いつ御かたもおなし御事とおほへさせをハしまし候、さてハこんと御いつせんに御さため候て、うちまささま、うちてるさま、うちさねさま、五郎殿・六郎殿・大郎殿・四郎殿、いつれもおのゝゝ御たちなされ候、御しんせんにおいて御ゆたんなくおこたらす御きねん候へよし、御せんさまおほせ事にて候、御こそてを御おさめなされ候、おほしめすまゝにきりかちなされ候やうに、御せいに御入かんにやうにて候、御きりかちなされ候うへにて、一かとの御事あるへく候、めてたふ、あなかしく。なおゝゝ申候、御ゆたんなく御せいに入られ、御きねん御申あるへく候、めてたふ、あなかしく、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：ゑのしま、ゆわもとはうへまいる申給へ　をた原より、本しやうつほね）埼玉県史料叢書12_0408「本しやうつほね書状」（岩本院文書）1571(元亀2)年 ★月日欠

信長御若子与甲州信玄御息女御縁辺御祝言之儀ニ付而、明智十兵衛殿まて、如此従霜台被仰上候、然者明十兵ハ坂本要害普請ニ被取乱候間、以拙者内々被得上意之処、貴所へ為我等可申由之条、彼夕庵より明十兵へ之一札相副差下申候、於様体者委曲相見候間、御分別候而被相注、急度態御使者被差上御調進可然存候、猶様体御聞候て可被相調ニおゐてハ、御上洛も候て可然候、無御油断可被相調肝要存候、態使者可被趣旨、明十兵被申候へ共、大治慥なる使者有之由之条如此、恐々謹言。尚々明十兵よりも書状可被相副候へ共、急便候間、拙者より申下候、其理十兵へも■儀候、事々急度御調進可然存候、閏正月十二日 歳阿（花押） 宛所欠（上書：土御門■■殿■■■　栖雲斎歳阿）新八王子市史資料編2_0653「歳阿書状」（日時勘文留二紙背文書）1572(元亀3)年 ★01閏月12日

公義就御逆心、重而条目祝着不浅候。一、塙差上御理申上候処、　上意之趣条々被成下候、一々御請申候、并塙可差上処ニ眼相煩ニ付て友閑・島田を以申上候、質物をも進上仕、京都之雑説をも相静、果而無疎意通可被思食直候歟。一、摂州辺之事、荒木対信長無二之忠節可相励旨尤候。一、和田事、先日此方へ無粗略趣申来候、若者ニ候之間被引付、御異見専一候。一、伊丹事、敵方へ申噯之由候、就之和田令異見之由神妙候、此節之儀者一味候様ニ調略可然候歟。一、石成事、連々無表裏仁之由聞及候、今以不可有別条候哉、能々被相談候て可然候。一、無事相破候上ニハ、敵方領中分誰々も先宛行、被引付簡要ニ候。一、遠・三辺之事、信玄野田表去十七日引散候、并志賀辺之事、一揆等少々就蜂起、蜂屋・柴田・丹羽出勢之儀申付候、定可為渡湖候、成敗不可入手間候、世間聞合可申付ため、近日至佐和山先可罷越かと存候、不図遂上洛、幾内之事平均ニ可相静段案中ニ候、連綿入魂無等閑通此節相見候、弥才覚不可有御油断候、恐々謹言、二月廿三日 信長（黒印「天下布武」） 宛所欠（上書：細川兵部太輔殿　信長） 愛知県史資料編11_0866「織田信長黒印状」（永青文庫所蔵文書）1573(元亀4/天正元)年★02_月23日

五畿内・同京都之体一々聞届候、度々御精ニ被入候段、寔以令満足候。一、公方様御所行不及是非次第ニ候、雖然君臣間之儀候条、深重ニ愁訴申候之処、被聞食直候間、実子を進上申候、依之村井・塙差副、明日七日ニ可為上洛候、先以可然候哉、彼両人ニ弥可被仰越候。一、公方朝倉を御憑ニ付て、返事之趣きも有へく候哉、先年至志賀表、義景出勢之時者、高島郡・同志賀郡ニハ此方之城宇佐山一城にて候つる、今ハ城々堅固ニ申付候上者、輒出馬候ハん事不実ニ候。一、武田甲賀に候て、江州中出之事、　上意いかにをもく候共、俄ニ人たのミ候ても、させる儀不可有之候。一、承禎此時罷出度候共、江南之手当無油断候条、才覚も用ニ不可立候。一、中島之儀、去廿七日ニ退城之由、さてもゝゝおしき事ニ候、　公方所為ゆへニ候、右京兆御心中令察候、質物出ニ付てハ進上候て尤候、猶巨細口上ニ申渉候。一、公義於被聞食分者、得　上意可令上洛候、又就無御領掌者、随其急度可上洛候。一、中島之事、執々承及候処、堅固之由尤候、則以書状申候間、御届専用ニ候、然者鉄炮・玉薬・兵粮以下之儀者、金子百枚・二百枚ほとの事余ニ安事ニ候、上洛之刻ハ猶以其擬可仕候、弥荒木有相談、御馳走専一候。一、東之事丈夫ニ手当申付候、殊謙信内存、智光院・長与一を以精被申越候、至信・関出馬候へハ、信玄於彼表可及備候歟、さ候へハ猶以隙開候間、行等可任存分候。一、畿内諸侍之覚悟不見分為体ニ候共、通路も候者、承候而書状を遂度候、便宜候者、能々相意得可被仰達、次賀島城落居之事、伊丹覚悟ゆへニ候、絶言語候。一、石成事、此方へ一往之申様もなく候て、結句其方をも申試之由候、かやうの節者、不謂不足も云たつる事、間々有物候哉、不可有差事付も、当城又ハ三大手当ニハ、石成差向候ハんか、機遣専一候。一、灰方・中島両人儀、内藤馳走を以一味之由尤候、内藤かたへも甚深に入魂可然之由堅信長申由、可被仰伝候、一廉可令馳走候。一、丹波宇津事、御供衆ニ被召加之由候、内藤無興無余儀候、何たる忠節を仕候哉、無冥加次第ニ候、自然之時可被移御座ための由候、天に咎をうる時ハ、祈るニ所なしと聞伝候。一、福地事、公儀へ罷出由候、不可有後悔候、其方ニ候共、比興者ニ候へハ、用に不可立候。一、南方辺之事、異子細無之由尤候。一、今堅田一揆成敗之儀ニ付て、世間之かほつきもかハるの由候、先々可然候哉。一、遠・三辺事別条なく候、同当国東之事、いつれも其擬丈夫ニ申付候、敵城普請等申付之由候、近日可引入用意と相聞候。一、先書ニ大方申候、謙信越中一揆楯籠富山ニ差向、稲荷屋敷と云地を要害ニ相構候、其間五六町之由候、同新庄と云城ニ置候人数、彼屋敷へ相移、今月朔ニ越府ニ至て納馬之由、重而使節来候、さ候へハ、諸口手当も隙明候間、不図令上洛、可属存分ニ候、毎事無隔心預指南候者祝着ニ候、替模様候者、雖遠路候、切々示給可為快然候、尚期来音候、恐々謹言、三月七日 信長（黒印「天下布武」） 宛所欠（上書：細兵殿　弾） 愛知県史資料編11_0872「織田信長黒印状」（永青文庫所蔵文書）1573(元亀4/天正元)年★03_月07日

仍松永申分之事、つらにくき子細ニ候へ共、只今被申越候とうり、多門を此方へ直ニ渡、右衛門佐ハ信貴へ入候て、山儀なき分ニ可然候、右衛門佐覚悟にて何方ニも参候ハんハ不及是非、知行方之事ハ、令分別、則可申付候、さ候ハゝ、右衛門佐惣領子を人質ニ出し、右之筋目ニわひ候ハんならハ、可赦免候、此段少も違候ての申やうニ候ハゝ、重而被申ましく候、恐々謹言、十一月廿九日 信長（朱印） 宛所欠（上書：右衛門尉殿　信長） 増訂織田信長文書の研究補遺035「織田信長朱印状」（大阪銀装文明堂所蔵）1573(元亀4/天正元)年★11_月29日

早々為見廻被示越、祝着之至存候、遠州表之儀、即時利運可申付之処、高天神城今少苻相拘ニ依て、不及行候、無念候、爰許之儀堅申付、五三日中ニ令帰陣候、万以面可申候、恐々謹言、六月廿一日 信忠（花押） 宛所欠（上書：御■進覧之候　信忠） 静岡県史資料編8_0772「織田信忠書状」（長野県・真田宝物館所蔵文書）1574(天正2)年 ★06_月21日

態以書状申入候、　殿様御見舞ニ御越候由承候、御大儀共候、在郷辺へ御使ニ罷越不懸御目候、付てハ先度河内より罷越候女子、其方ニ御座候由申上候つる、則我等ニ請取可申由、御意ニ候、御疑ニ候ハゝ人を御そへ候て、此方まて可被下候、即上御返事可申候、委細此者可申候、猶右之分渡し可被下候、以上、七月廿一日 利家（花押） 宛所欠（上書：賀藤又八殿御宿所　前又左衛門尉利家）愛知県史資料編11_1033「前田利家書状」（加藤景美氏所蔵文書）1574(天正2)年 ★07_月21日

定。被拘来候御神領之内、御小屋銭八貫弐百文、并段銭五貫八百文、為新御寄進被相渡候、是併神慮御崇敬故候者、御当家御繁栄、御武運長久之丹祈、別而可被凝精誠之旨、被　仰出候者也、仍如件、天正二年甲戌八月十四日 日下に（竜朱印）跡部大炊助奉之 宛所欠（上書：稲河大夫殿） 静岡県史資料編8_0802「武田家朱印状」（稲河文書） 1574(天正2)年 ★08_月14日

定。みそ野之、清左衛門、同所、五郎左衛門、同、兵衛五郎。同、清右衛門、坂下之、清九郎、上平之、善右衛門。おのさの、新右衛門、をのさの、与五右衛門、馬場之、次郎左衛門。水まかりの、宗左衛門、水まかりの、衛門四郎、上野之甚左衛門。上野之次郎左衛門、上野之、源三郎、精進川之、清七。精進河之、次郎左衛門、精進川之、弥三郎、同所之、善兵衛。半野之、甚左衛門、半野之、文左衛門、半野之、善右衛門。同、新左衛門、同、次郎右衛門、同、新右衛門。同、孫右衛門、同、清左衛門、同、四郎兵衛。同、三右衛門、同、清次郎、さをりの、善右衛門。さをりの、宮内右衛門、さをりの、八郎左衛門、同、次郎右衛門。同、源左衛門、うつ野、新左衛門、うつ野、新右衛門。うつ野之、甚左衛門、同、源右衛門、同、兵衛三郎。同、左衛門大郎、同、源六、同、七郎右衛門。同、縫殿右衛門、同、縫殿左衛門、猪之頭之、七郎左衛門。猪之頭之、縫殿助、猪之頭之、五郎左衛門、町屋之、孫右衛門。中いとの、新三郎。已上。右、四拾九人、江尻・興国寺并本栖・大宮御座席葺板・材木以下之奉公、厳重ニ相勤候之条、自余之御普請役一切有御免許之由、被　仰出者也、仍如件、天正二甲戌年拾一月晦日 日下に（竜朱印）原隼人佑奉之 宛所欠（上書：富士北山杣取、弥左衛門、其外、四拾九人）静岡県史資料編8_0846「武田家朱印状」（富士宮市上井出・木本文書）1574(天正2)年 ★11_月晦日

此たひのよし重つもりちかひまいらせ候、たゝいまこうくわゑ候、さりながら、いよゝゝうちかわるましきよし、けん信も同意におもひまいらせ候、とかくに、よきやうにせいを御入、もつともに思ひまいらせ候、めてたくかしく。返々、そのくちてきのひうりにのられ候ハゝ、たしかわたにてくびをしめへく候か、女きニ御入候とも、御ふんへつ候へく候、又ゑんろこそて一かさね給、一しほゆわい入まいらせ候、以上、閏霜月廿四日 けん信（花押） 宛所欠（上書：ひろつな■中御■ほね　ゑつちんよりけん信）戦国遺文下野編1034「上杉輝虎消息」（奈良文書） 1574(天正2)年 ★11閏月24日

内々の御状うけ給候、いまニはしめさると申なから、御懇之たん、せひにをよはす候、其方のきハ、我らおとゝの小一郎めとうせんに心やすく存候間、なに事をミなゝゝ申とも、其方ちきたんのもて、せうし御さはきあるへく候、此くにニおいてハ、せしよからハ御両人の御ちさうのやうに申なし候まゝ、其方も御ゆたん候てハ、いかゝゝに候間、御たいくつなく、せし御心かけ候て、御ちさうあるへく候、御状のおもて、一ゝ心ゑ存候、かしく。なをゝゝ其方と我ら間からのきハ、よそより人とさけすミもあるましく候間、なに事をも、それへまかせ申候ても、よそよりのひたちあるましくと、人もはやミおよひ候と存候、我らにくミ申物ハ、其方まてにくミ申事あるへく候、其心へ候て、やうしんとあるへく候、さいゝゝハねんころにわもされす候間、ついてをもて、ねころニ申入候、此文ミゑもすましく候間、さけすミにて御よミあるへく候、以上、七月廿三日 差出人欠 宛所欠（上書：小くわんまいる御返事　ちくせにより） 豊臣秀吉文書集0140「羽柴秀吉書状」（黒田家文書） 1577(天正5)年 ★07_月23日

遠路御大儀ニ而、御使僧本望之至候、仍長々御煩之由、先日於陣中甚太御雑談被成候を承候而驚入候、則以使者可申談候処ニ、御平癒之由候間不申入候、非如在候、随而一花院御寺領之儀、松督へ以書状申届候、飛駄殿へも以書状可申届候へ共、先五左衛門殿迄申越候、今度無領掌候共、何ヶ度も不打置可申候間、可御心安候、何様近日可罷上候条、以面上万々可申述候、恐々謹言。猶以御使者本望之至候、御煩不存候而、無音背本意候、早々御平癒御心安存候、返々彼御寺領之儀、何ヶ度も不打置可申届候間、可御心安候、兼又為御音信、御樽過分之至候、以上、壬七月廿二日 康政（花押） 宛所欠（上書：守元参御同宿御中　榊小平康政） 愛知県史資料編11_1235「榊原康政書状」（大樹寺文書）1577(天正5)年 ★07閏月22日

御両人御あいたの事、我ら申さため候上、これいこわ、きやうたの御かくこなされ、まこゑむすめを一人、くわんひやうへかたへつかわされ、まつちよに御しやわせあるへく候、さやうニ候ハゝ御両人のき、我ら八まん・あたこミはなし申ましく候、恐々謹言。返々なに事も御両人の間からニ申事御さ候ハゝ、なとうきも我らかたへ御とゝけなされ候上にて、すまし可申候、以上、天正五十二月十日 秀吉（花押） 宛所欠（上書：まこゑもん殿・くわんひやう殿御両人まいる　ちくせんより）豊臣秀吉文書集0154「羽柴秀吉書状」（黒田家文書） 1577(天正5)年 ★12_月10日

年頭為御祝儀、上月兵庫助方被差上候、御馬・太刀致披露、則被成御返事候、并我等へ御馬・太刀拝領本望存候、仍其国至三木表御出馬之儀、上兵如存知之、来五日相究候、摂州表より我等御先へ可罷越候間、猶其節可得御意候、次三木侘事仕候由承候、従方々取続申候へ共、不能承引候条、一切不可有御許容候、委曲口上申渡候、此由可預御披露候、恐々謹言、二月廿七日 秀吉（花押） 宛所欠（上書：■居安芸守殿・■融軒　羽柴藤吉郎秀吉）豊臣秀吉文書集0190「羽柴秀吉書状」（大阪城天守閣）1579(天正7)年 ★02_月23日

はんしゆの事について文給候、心へ存候、六人のはんかしらのめのことも、中なんこにとい候て、かへし候へと申候ハゝ、やとへかへし候へく候、とゝかさる物いてき、ことゝゝくからめとり候ハゝ、かへし可申候、いつれのミちにも、中なんこかたへとい候て、かへし候へく候、かしく。かへすゝゝ六日よとまてこし申候、こゝもとのふしん申つけ候て、一両日中参可申候、かしく、廿七日 差出人欠 宛所欠（上書：ちく　返事　てんか） 豊臣秀吉文書集2654「羽柴秀吉自筆書状」（思文閣古書資料目録二五四）1579(天正7)年 ★02_月27日

新坊主退出遅々付而、門跡存分并雑賀面々書付、無比類候、誠此上者、疑毛頭有之間敷候へ共、如此之段、不審千万候、就中為祝儀両三人越置候由、先以喜悦候、併先年大坂赦免之上、縦此方於数度令表裏候条、未大坂一着も無之以前ニ彼使者ニ対面事、重而天下の面目を失候間、此度者城介ニ見参可然候、寺内相果上者、可随意候、是ハおくそこなき申聞候、若気遣迷惑と申ニ付而者、人目を忍、夜中我々ハ可対面候、とかくゝゝ書付見候時者、大坂一日も続かたく候ニ出入事、信長時節歟、若坊主果候歟、両条儀不可超之候也、六月廿三日 信長（朱印） 宛所欠（上書：佐右・宮法　信） 増訂織田信長文書の研究0837「織田信長朱印状」（本願寺文書一）1580(天正8)年 ★06_月23日

連々以面拝如申入、大友与島津干戈之段、不可然存候、令和睦尤候、大坂落着之条、来年者出馬、毛利可令追伐候、其刻双方別而粉骨、対天下可為大忠候、被成其御心得、被仰含伊勢因幡守、可被差下事専一候、恐惶謹言、八月十二日 信長 宛所欠（上書ヵ：近衛殿　信長） 増訂織田信長文書の研究0885「織田信長書状案」（歴代亀鑑・島津家文書一所収）1580(天正8)年 ★08_月12日

天正八年庚辰八月十九日、氏直江直ニ相渡者也、仍如件、 天正八年八月十九日 截流斎 宛所欠（上書：氏政公御隠居之時　氏直公江御直ニ御団渡被成時御自筆也）戦国遺文後北条氏編2187「北条氏政証状」（北条文書）1580(天正8)年 ★08_月19日

字之儀承候、進之候、又夜前さい藤書付披見、心地好専要候、又何方之押ニ候哉、昨日の所ならハ、昨日の松山与上州衆あかり候高山と、其間往覆の道ニなわしろ共多候キ、うちはを入こね候由、尤候、乍次申候、以上、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：房　截） 小田原市史資料編小田原北条2240「北条氏政書状」（神奈川県横浜市・県立文化資料館所蔵小幡文書）1580(天正8)年以降★月日欠

書中披見候、仍宮吉表へ敵少々相働之由候、於様子者先書ニ申遣候、鉄炮・中筒・小筒并玉薬之事、先度差遣候、猶又用所候者其方次第、追々可申付候、従最前如申遣候、兎角　御出馬之上にて悉以可属一篇事候間、端之儀者其分別候て、当城之事堅可被申付之儀専一候、御出馬被成御急候付而、此方御座所之普請、日夜無由断申付候、来月中旬比ニハ可為出来候、然間働之儀無幾程事候、其間堅固之覚悟之段者、旧冬より重畳之事ニ候間、不及申候、将亦頭書之通、何も一々得其意、無由断申付候間、可御心安候、恐々謹言。尚以　御出馬以前ニ此方御座所普請打置候ても、先々我等相働候儀者何時も安事ニ候、併とても其表ニ敵あひこたゑ候事在之間敷と存候間、其方次第との事ニ候、能々分別候て可被申越候、敵不取退体ニ候者、不移時日相働可打果候、以上、二月十三日 秀吉（花押） 宛所欠（上書：亀井新十郎殿　藤吉郎秀吉） 豊臣秀吉文書集0294「羽柴秀吉書状」（国立歴史民俗博物館・亀井文書）1581(天正9)年 ★02_月13日

昨日者入来、遥ゝ有之而遂会面、満足ニ候、殊昨夜草を被出、敵十余人被討捕族生捕、奥州へ被差越候、心地好仕合ニ候、今日小田原江罷帰之間、委細ニ可申上候、猶関山口上ニ申候、以上、霜月廿八日 氏邦（花押） 宛所欠（上書：大藤式部丞殿参　安房守） 戦国遺文後北条氏編2292「北条氏邦書状」（大藤文書）1581(天正9)年 ★11_月28日



思案・諷諫可為管心候、委細可有口上候、恐々謹言、 正月五日 蘆錐（花押） 宛所欠（上書：大関美作守殿　蘆錐） 戦国遺文下野編1374「那須資胤書状」（大田原市黒羽芭蕉の館所蔵大関家文書）1582〜1583(天正10〜11)年★01_月05日

尚々御朱印ハ四国きりとりの御朱印ニ候、おもてむきハ、三吉養子ニなり候分ニ候、八月ハ寺にも為見舞、可被越分にて候、相のこる我等ハ当寺古仏と一所に相はて可申内性候、くわしく申候へく候へとも、いそき候まゝあわれ存命之中ニ申承度候、以外、何哉御遷宮之儀付、安土へ御上之由承及候、はやゝゝ御下向候哉、御公事之儀如何候、無心許候、次此方三七様連々御望候四国へ、御朱印にて、当郡之名主百姓六十をさかひ、十五をさかひにて、悉御越候、諸牢人亀山おや子・千種方・阿野・草沢・野呂・北方萩原殿・栗原殿・桑名伊東・三之尾方・伊賀衆・甲賀衆七八百・さいか衆千許、大方注進之候、四国之儀も、大略公事にてめなり候由、三吉正かんかたより申来候、五月廿五日、上様之御目とりにて御越候、安土衆各御はなむけにて、上下人夫・馬迄、八月迄之兵粮出申候、一夜に大名ニ御成候、郡内ニ残候者とてハ、我等と寺沙弥迄にて候、是ハ武具不相調候て、御供不被申候、恐々謹言、五月廿一日 正以（花押） 宛所欠（上書：内宮■波殿まいる御宿所　神戸慈円院正以）証言本能寺の変第2章16「慈円院正以書状」（神宮文庫所蔵）1582(天正10)年★05_月21日

今夜高松へかせき被出、彼船被引取之由、尤御才覚御心懸故、城内可失手旨珍重候、猶以毎々人を被出、可被仰付事専一候、旁以面可申候、委曲蜂須賀可申候、恐々謹言、五月廿三日 秀吉（花押） 宛所欠（上書：岡又殿御宿所　筑前守秀吉） 豊臣秀吉文書集0420「羽柴秀吉書状」（尾張国遺存豊臣秀吉史料写真集）1582(天正10)年★05_月23日

此をもてさいちんについて、御いんしんとして、すたる・そたる、いつれもとゝき候、まことにおもいいれられ候、御いんしん一しほ御うれしくおもひまいらせ候、又さ■■■■■■いり申事候、なをかさねて申候へく候、かしく。返々お■■とりあわせたる御いんし■■御うれしく候へく候、なを■さねて申候へく候、くわしくはちすかひこゑもん申候へく候、以上、五月廿三日 ひて吉（花押） 宛所欠（上書：ゑもんとのへたれにても申給へ　■■せんの守ひて吉）豊臣秀吉文書集0421「羽柴秀吉書状」（古典籍下見展観大入札会目録）1582(天正10)年★05_月23日

今度隆景相談之処、種々御入魂之由祝着候、然者誓印之事承候、則調進之候、如此之上自今以後毛頭抜公事等不可有表裏候、深重申談、於何之道ニも不相違、諸事互可達存分候、尚上辺様子并内存之趣口上ニ申含候、恐々謹言、十一月朔日 （異筆：信長公之御息）信孝（花押） 宛所欠（上書：吉川駿河守殿座下　三七郎信孝） 愛知県史資料編12_0266「織田信孝書状」（吉川文書）1582(天正10)年★11_月01日

返答之筋目。書付具披見候、新左衛門尉走廻之間、一度可引立旨為申聞候つる義、不忘候、終ニ用ニ立討死候、子孫之事なと相続而、彦次郎事不便、其身も利ゝ敷見得候、其方老後ニ候共、弥はしりめくり、身体似合之立身専一候、普代与云、はしりめくり与云、定氏直其心当可有之候、以上、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：間宮豊前入道殿） 小田原市史資料編小田原北条1493「北条氏政感状」（大磯町・間宮敬義所蔵）1582(天正10)年★月日欠

箕輪領小鼻輪稲荷山禰宜申所、勝頼証文者うけ紛候、申所有糺明、為先彼証文、御披露尤候、為其勝頼印判指添進之候、以上、未之正月七日 氏邦（花押） 宛所欠（上書：垪伯参　安房守） 戦国遺文後北条氏編2479「北条氏邦判物」（山田貞雄氏所蔵文書）1583(天正11)年★01_月07日

去廿二日之御返札昨日令拝受候、峰・亀山両城近々と被取寄、落居不可有幾程之由珍重存候、為御見廻重而以使札申入候、様子御報示預候者、可為本望候、拙者もいまだ若州佐柿に有之儀候て、縦越州より雖罷出候、海津・此口之儀者、柴伊・久太被居候間、是又可御心安候、乍去柴伊煩之儀候て、拙者よりも使者付置、諸事無由断様に入念申候、右之通候間、越州口之儀者、御機遣有間敷候、将又南方紀伊国之儀珍事無之候間、是又可御心安候、然者殿様其面為見廻可被成御座之旨候間、進山・永刑御供申させ候、乍些少鉄砲十丁進入申候、猶使者可申入候、恐々謹言、二月廿七日 長秀（花押） 宛所欠（上書：羽筑殿御陣所　惟五左長秀） 愛知県史資料編12_0232「丹羽長秀書状」（上野五左衛門氏所蔵文書）1583(天正11)年★02_月27日

御状披閲本望之至候、仍柴修不慮ニ敗軍候、筑前御入国ニ付而国中早速相静、則加州へ諸勢被打入候、又左殿も父子共同前之事候条、可御心易候、正清様無何事候旨、尤珍重存候、恐々謹言。尚々御懇札畏入存候、委御使可被申入候条不能巨細候、以上、五月朔日 家延（花押） 宛所欠（上書：浅井藤次殿御報　奥村弥左衛門尉家延）愛知県史資料編12_0114「奥村家延書状」（熱田浅井家文書）1583(天正11)年★05_月01日

自筆を以申候、此比之働余無是非無念候間、如此申付候、此時候条、別而忠節候て可被入情候、委ハ三郎兵衛可被相談申候、謹言。方々家康はしめ申談候事候、可心易候也、三日 信雄（花押） 宛所欠（上書：小川新九郎殿　信雄） 愛知県史資料編12_0284「織田信雄書状」（真田宝物館所蔵文書）1584(天正12)年 ★03_月03日

昨日ハ御返事なから御文めてたく候、そのいこハ、かみの御さうしかゝゝうけ給らす候、なにへんニつゐて、もとふさ御しんらう申計なく候、これよりも二・三日中ししやさしのほせ候、月々の御とゝのへ、ならひニ御ゐんしんとしてきんすたんそくいたしのほせ申候、まつゝゝかの御かハりの御事もつともにそんし候、たかかけ・もと春こゝもとの御事候てう、かい分たんかういたし、心中すこしもゆるかせをそんし候ハす候、そこもと日夜御心つかひ申計なく候、たかかけ・もと春へもおほせいたさるへく候、なをこれより申候へく候ゝゝ、かしく、三月廿二日 てる元（花押） 宛所欠（上書：■尾御つ■人々申給へ　むまの頭てる元）愛知県史資料編12_0826「毛利輝元書状」（右田毛利家文書巻一三）1584(天正12)年★03_月22日

こんとうせう左いぬ山の御てから、中々御礼申はかりなく候、おわりのき一ゑんせう三ゑ進之可申候、又いなはのき、ちきやうあいそへ、藤三郎殿可進之候、其ためにそれさままて一ふて進上候、恐々謹言。せう九郎殿へハ、それさまへ内き申候まゝ、これ又御心やすく候へく候、以上、三月廿三日 秀吉（花押） 宛所欠（上書：おゝちさま　秀吉ちくせん） 愛知県史資料編12_0328「羽柴秀吉書状」（原富太郎氏所蔵文書）1584(天正12)年★03_月23日

もとふささま御かハりの儀つゐて、かさねゝゝ御文被下候、はいけんいたし候、御ことわりおほせきかせられ候、ま事にわたくしにおゐて、御よきなくそんし候、御ふミのおもむき、くハしくひろう申候へく候、御一人御うけつめの儀、なされへき御事にあらす候条、御三人御たんかうなされ候て、その御たんそく御さ候ハんとそんし候、おもむきにおゐてハ、たか景さま・もと春さまより御申あるへく候、くハしく御れう使へ申候、このよし御心へにあつかるへく候、又々かしく。くれゝゝかの御かハりの儀、おほせきかせらるゝのとをり、御ふミを御めにかけ候て、くハしく申上候、このよし御申あるへく候ゝゝ、三月廿八日 さた俊（花押） 宛所欠（上書：さくらを御つめまいる御返事・御つほね御申給へ　てわの守さた俊）愛知県史資料編12_0827「福原貞俊書状」（右田毛利家文書巻一三）1584(天正12)年★03_月28日

御ふミ御うれしく見まいらせ候、まつゝゝもとふさ御かわりのき、おうせこされ候、たかゝけ申たんし候て、うへゝも申あけ候、まことになかゝゝ御一人うけとめのやうに大さか御いり候あひた、おのゝゝにおゐても御よきなく候、さりなからいまほとハはしは御とうせんに御さひちんの事候まゝ、御ひまあき候て、大さか御うちかへり候ハゝ、何とやうにもおのゝゝきつかひ申候へく候、もちろんわれら事、すこしもふさたをそんすましく候、これよりこそさひゝゝ申あけ候ハんを、とかくまかりすきまいり、ふさた申はかり候、なを御つかゐへ申候まゝ、御申候へく候、又々かしく。返々いまほと御さひちんの事候まゝ、そこもと御きつかひのほとすひりやう申候、さきさまもやかて御ひまあき、御うちかへり候ハんまゝ、御こゝろやすくおほしめし候へく候、くれゝゝ申候、さかに御いり候にハ、あひちかい申候まゝ、御こゝろつけのいよゝゝおうせつけられ候ハてハとの申事候ゝゝ、卯月一日 もと春（花押） 宛所欠（上書：さくら尾御つほねまいる御返事御申給へ　するかの守もと春）愛知県史資料編12_0828「吉川元春書状」（右田毛利家文書巻一三）1584(天正12)年★04_月01日

以上。御状披見本望之至候、仍岩村へ相籠候者共被討捕之由御注進、則披露申候、度々ヶ様之御手柄共一段御祝着被成候、雖不及申候、弥其表之儀無御由断御心懸尤ニ候、此旨可被成　御書候■共、拙者方より可申越之由、御意共候、次者此方之儀、弥々御存分被成候、是又可御心安候、尚吉左右奉待候、恐々謹言、四月八日 直政（花押） 宛所欠（上書：遠山半■衛門尉殿御報　井伊兵部少直政）愛知県史資料編12_0375「井伊直政書状」（上原孝夫氏所蔵文書）1584(天正12)年★04_月08日

このほとハ御つかひめてたく候、かミより元ふさ御つかい御くたし候、そこもとへもまいり申て候ハんまゝ、くハしく御さうきこしめし候するとそんし候、はるゝゝ御しんらう御大き申はかりなく候、そなた御心つかい中々すもしいたしなし候、御心中ニそんし候、御ときなとさしのほせ申候、此なと御返事申候やうニ、かいふんミなゝゝ御たんかう候て、はしは所へ申ことハられ候、御心やすかるへく候、はしはへも、かせいのけいこさしのほせ申候、かねなとをも、かいふんたんそく候て、もとふさへのほせ申候、いろゝゝ御そんちなきたんそくいたし候、元ふさ御さいちんからハ、さらニミなゝゝおろかにそんし候する事御さあるましき御事と申事候、いさゝか我々てまへの所ゆるかせ御さなく候、そこもと御さう候ハ、おほせくたさるへく候、我々よりおいゝゝ人のほせ申候、いまた一人ももとり候ハす候、いかゝ候てゑんにん候かとの申事候、まかりくたり候ハゝ、申あけ候へく候、まつゝゝさるかけにハ、やうかいとも御しかへ候とて、つねゝゝ御心つかいのよし候、一さまならぬ御たんそく御きつかいにて候、さるかけへも、けんしの物とも申つけ、さしのほせ申候、たゝならハちうとへもまかりいて、たんそくいたし候する事候へとも、かミへのやうしやにて候、これまたゆるかせ御さなく候、いさい此物申あけ候へく候、めてたくかしく。返々元ふさむ二の御心もちにて、はるゝゝ御のほり、中々あさからす候、やかてはしはりうんニなり候ハんまゝ、御きちんほとあるましく候まゝ、さうゝゝこゝもと御くたり候やうニとそんし候、御悦まんゝゝ申あけ、おほせくたさるへく候ゝゝ、めてたくかしく、卯月九日 てる元（花押） 宛所欠（上書：さくらを御かたへまいる御中　むまてる元）愛知県史資料編12_0824「毛利輝元書状」（右田毛利家文書巻一三）1584(天正12)年★04_月09日

去八日御懇札同十二日拝見申候、仍御愛御茶一折拝領、過分不申■候、即親にて候伊予ニ一服可被下候条、重々御懇情之段、難延御礼申候。一、去九日池勝入・同勝九郎・森武蔵討死候、其仕合三河岡崎表へ相働調付候て、右次第無是非候事。一、■■■■■■■■働無比類故、当分御落度無之罷成候、池勝父子・森なと討死おひたゝ敷候へ共、此表御よわミにも不被成候条、可被御心易事。一、奉頼候物共出来て宿被懸御意之由候条、其御返事并しよく人かたへ之かわりの義、度々申遣候へ共無参着哉、近頃失面目存候、唯今申遣候条、其方より此ひねり被遣、則被引渡可給候事、恐惶謹言。尚以御ちや過分存候、次ほり出候かま御座候間、懸御目候へと申遣候、御状ニ不相見候、不相見候、不相届哉、不及是非候、若進候者、被成御覧、何と成共御造事頼入候、但湯にも出成間敷者御無用候ゝ、以上、卯月十三日 ■■（花押） 宛所欠（上書：紹■公御返報　稲勘右重執） 愛知県史資料編12_0416「稲葉重執書状」（川瀬佐一氏所蔵文書）1584(天正12)年★04_月13日

昨日六日之書状具披見候、加賀野井後詰之儀、其元案内者を小牧へ折々為使者差遣、是非半日もはやく出馬候様ニと雖申理候、其近辺之事、家康無案内ニ付而よく念を被入候、若せはき所節所にて、をくれを取候てハとの思惟にて候間、馬を被出候へハ勝候と申事を、追々申遣候儀候、かやうに返札之内ニ、加賀野井者共きり抜候、先以尤之事候、此上者其城之儀可及行候歟、さも有間敷とハ思ひ候へ共、自然取巻責候付而ハ、加賀野井さへ後詰之せんさく急候つるまゝ、早々可懸付候、丈夫ニ覚悟候て可被相拘候、おきの城兵粮・玉薬何かに付候て可被拘間つるを取計候て、其以来ハ其方覚悟次第候、謹言、五月七日 信雄（花押） 宛所欠（上書：不破源六殿　信雄） 愛知県史資料編12_0474「織田信雄書状」（不破文書）1584(天正12)年★05_月07日

御書中拝見候、如仰先日者御人質之儀付而令口才候、其趣自信直御伝達候哉、重々御懇蒙仰本望存候、急度差出可被申之由可然候、将又上表御到来之趣、定而於于今者可被及聞召候、去朔日先陣を被引之由候、宗徒衆歴々残置之、羽筑事者尾州之内犬山と申まて退陣之由候、犬山者木曽川向際ニて候、去二日之注進より以後ハ無到来候、左右候ハ、申入可被仰越候、呉々毎事自是こそ令無音候、御懇意本快候、猶重々可申述候、恐々謹言、五月十四日 元春（花押） 宛所欠（上書：隆通まいる御返人々申給へ　駿河守元春）愛知県史資料編12_0486「吉川元春書状」（山内首藤家文書）1584(天正12)年★05_月14日

苅安須賀御普請之儀ニ付而預御状候、則久三へ申上候へハ、　家康様より御奉行衆被越候て、夫丸之儀被仰付候条、少も久三理被申候事ハ成不申候、如在之用おほしめし候ハん事迷惑申事ニ候、但色々御理可申候、久三も御肝煎ニて御座候へ共、何共成不申候、委細之儀御使へ申渡候、恐々謹言。猶以たき孫二郎ハ少用之儀候て、先刻在所へ罷越候間、我等一人申入候、以上、六月六日 長利（花押） 宛所欠（上書：祖■江五郎右様御報　戸甚蔵長利）愛知県史資料編12_0519「戸田長利書状」（氷室光太夫家文書）1584(天正12)年★06_月06日

五もし・八郎■たよりこそて給候、一たんとミにあいまいらせ候まゝ、我等きまいらせ候、又三助殿・いゑやす人しち、いこうほうき人しち、いぬ山・なかしまのしろぬし人しち、合五人まていたし候ハんよし申候まゝ、はや大かたさしおき申候。返々やかてゝゝかいちん可申、御心■■く候へく候、■に事も御めに■■り、御物かたり■申候、九月六日 差出人欠 宛所欠（上書：いわ御返事　ちくせんより） 愛知県史資料編12_0626「羽柴秀吉書状」（東京大学史料編纂所所蔵文書）1584(天正12)年★09_月06日

返々半左衛門尉殿之儀、不及是非事とハ申なから、御せうしにて候、御書を被遣候ハんか、明日御馬を被納候間、御取紛之時分ニ候条、我々より申越候、なさま遠州より重而可申入候、其元御存分之由、先以目出度候、以上、其表之様子急度御注進、則披露申候、仍半左衛門尉殿打死之由驚入候、御勝事千万ニ候、殿様一段御をしみ被成候、其方より被仰越様、一段神妙成儀ニ候由ニて候、是以御かんし被成候事、半左衛門尉殿之儀中々不及申候、乍去定事候間、不是非候、御弟子候之上者、少も御無沙汰被成間敷之由被仰出候、返々右旨我々方より相心得可申入候之由候、恐々謹言、十月十七日 直政（花押） 宛所欠（上書：■■■■直政遠山佐渡守殿御返報）静岡県史資料編8_1758「井伊直政書状」（上原準一氏所蔵文書）1584(天正12)年★10_月17日

貴札委細拝見申候、仍源五殿此地迄三介様御使被添御座被成候、此方驚被入候、乍去此地迄御越之事候之間、其方御状も被下候間、涯分御馳走申候、可御心安候、次一段之秘蔵之をよしの若大鷹進上被申候、能様御取合可被成候、先日如申候、我々儀は人数にては無之候へハ、此方にて涯分御馳走申候と存候、何様ニも其様御覚悟専一候、次先度之米之儀如何ニ可被成候哉、御報可承候、急候間早々令申候、恐々謹言。猶々今度之大鷹一段秘蔵にて候へ共被進之候、能様可被仰上候、猶々先日者御越候処、御馳走申候ハて無面目候、委細者与五助可被申候、此方御用候ハゝ、可承候、十二月七日 広次（花押） 宛所欠（上書：飯半■様御報　高九助広次） 愛知県史資料編12_0705「高木広次書状」（渡辺文書）1584(天正12)年★12_月07日

御札并昨日御樽仕合一たんにて候、さりとてハ平野一番と申度候へとも、大かた日本にてもうてぬしつけ者と可申候、雖然京のめひしん御同道祝着不申候、ミやこにてまちに候へとも、とにかくニ我等茶をはきらいと覚候、無曲存候、次ニ筆を細々被下候とて慶半喜候、同者銀を御そへ候ハゝ、猶々可然候、来九日にハ我等も堺へいに申候、かしく。追申候、無事御入承候、　秀吉御し筆御上様ハ無之候、三助さまハ御むすめ子、家康ハむす子、石川ほうき・さかい左衛門尉両人もむす子ニて候、人質を出候へと申候、扱まてニ候、はやすミ可申候、御心安かるへく候、昨日御城より堺へも此ふん申遣候へく候間、わさと人を遣候、其辺丁へも此分可被仰候、かしく、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：易） 愛知県史資料編12_1218「千宗易書状」（末吉勘四郎氏旧蔵文書）1584(天正12)年★12_月日

御ふミくハしくミまいらせ候、おほせのことくかゝのいのしろ、れきゝゝ十人ハかり、そのほか三百ハあかりうちはたし申候、せう入の御とふらいかつせんをいたし候、なほゝゝめてさき事申候へく候、かしく。なほゝゝいそき候て、一ふて申候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：大御ちさま御返事申給へ　ちくせん）愛知県史資料編12_0471「羽柴秀吉書状」（林原美術館所蔵文書）1584(天正12)年★月日欠

こゝもとより、わさと人をまいらせたく候つれとも、しかゝゝとしたる人もなく候まゝ、とかくうちすきまいらせ候おりふし、このさいまこされ候まゝ、心やすき人にて候まゝ、くハしく申まいらせ候ハんとて、とゝめ申候。一、そうへもんとの、そこもとへの事にて候まゝ、くハしく申たく候つれとも、何共しれさる事にて候つるまゝ、こまゝゝしき事ハゑ申候ハす候まゝ、このたひ申事にて候。一、へさかの事、こんとよしたへのほり、五せんくわん、三せんくわんのしうその事ハ、おもてむきの事にて候、へさかの事をこそせんニわひ事申候ニ、こそのはるからこのかたへ、めうしゆ寺、こたま三郎へもんニうちおかすたのミ候て、いかほと申て候つれとも、一こんとのさまへ申され候ハて、こたま小二郎なと、おりゝゝニ御ふミをも、うへゝあけ候てくれられ候つる、こんともよしたにて、へさかの事、めうしゆ寺ハ一ゑんとりあひも候ハす候、うへゝもしなゝゝ申され候ハす候つるを、うへさまつねゝゝ御ねんころニ御申候て、へさかの事ハ、われらへまかせ候へと御申候て、うへさまの御ちからにて、とゝのひ候事にて候、その下にてハ、いはらとの・小二郎とのせいをいれられ候て、とのさまへも、うへさまへも、つねゝゝ申され候てこそ、とゝのひまいらせ候ニ、わさとしてめうしゆ寺のせいをいれ、ほうかうたてニ申され候事、さらゝゝふんへつ申さす候、御はんとも出候ときハ、めうしゆ寺・いはらとの・こ二郎との三人にて御はんハ御わたし候、われらへへつしての御はんおは、　うへさまにてくたされ候、このたんはしめより、ふくはら山と、神みやうへしられ候。一、へさかの事ハ、もとふさ四つ・五つのときにちかひ御申おき候事、われらといのうへたしま、よし又ならてしらす候、しうそ申すかたおゝく候つれとも、いつれもとのこともにても、かのさいしよハこゝろあてニし候まゝ、まつゝゝおもてむきハ、へさかとのせんそわかさニ候まゝ、よひくたし、へさかこし候まゝ、たれゝゝ申候共、ふんへつ申ましく候とまて、かたく物かたり御申おき候、そのことはのすへをたのミ申候てこそ、にちらひちかひめのとき、われらハ申すにおよはす、御しんるひしゆニハ、くちはミちよしねんころニ御申候ゆへ、はるよし御つかひにて、てるもとへしうそ申候、いの上たしませいをいれられ候て、才きく四つ・五つのときよりくたされおき候れうちにて、こんと　たかかけの御ちからをそへ候と申候ても、われらおよそに申候ハゝ、なり候ましく候ニ、一めひニわひ事申、われらニ返しわたされ候ところにて候、ほんもうこれニすきす候ニ、ふしきのめうしゆ寺、たかかけおとされ候て、さまゝゝたかかけへ申され候よし、ぬたよりうけ給候、さてゝゝふしきの事、申すもいかゝにて候、さりともめうしゆ寺一人にてハ、いかほとの事ハ申いたされ候ましく候、た分ハ、ぬたのうちニくるわかし候物候まゝ、かまいてゝゝ御心へいる事にて候、御ゆたん候ましく候、いかほと久しくわれらちきやう申候ところにて候まゝ、もとふさくたり候て、たんかう申候ハす候よりほかニハ、たれゝゝへもわたし返し申候事、ゆめゝゝ候ましく候、御心へニ申候、われらハはたとすめ申候、いかほとにたかかけおほしめし候ハゝ、かなたこなたと御おとし候ハす候とも、御とうかんなく御しんていうけ給候ハゝ、たんかうも申すへく候ニ、御うたてしく候、よくゝゝ御ふんへつ候へく候。一、あまりニめうしゆ寺おとされ候て、てるもと・たかかけ御なかあしくなり候て、たかかけの御いへの一大事にて候、へさかてるもと御しうしんはたと御いて候よし申され候よし、ぬたより御申候まゝ、あまり心もとなく候て、よしたへうへさままて御なひせうきゝまいらせたく候て、人を御まいらせ候ところニ、この文のことくニ御返事候まゝ、そなたへミまいらせ候、よのしゆへハすこしも御ミせ候ましく候、まさとそもしさま御ふたり御らんし候へく候、すこしも御ちらし候ましく候ゝゝ、われらよしたへまいり候とき、三せんくわん御はん、又へさかの御はんかわりの事ニつき候ての候ひねり、ひろしけへの御はんくたされ候て、つねゝゝ御きけんよく、うへ下ともニ御なんとくにて、われらもとりまいらせ候、まへのひハ、我らやとへ御くたり候、御うたひをはまいらせ候へは、御きけんよく候て、よなかまても御うたひ、さかもり共にて、御あそひニわれらこたちとも御まいらせ候、こんともとふさひるひなきこゝちもちにて、おんこくまてちんたち申され候事、いへゝたいし、せんたひミもんにて候まゝ、もとふさニをしき事すこしもなく候となとゝ、めての御そうたんにて候、へさかの事共返し候てこそハ、何のしうしん候ハんやとまて御申候事にて候、そうへもんきやうゝゝしく申され候まゝ、よしたへ人をまいらせ候へは、この文のふんにて候、かしく。まゝすこしもたかかけへ御いこん候ましく候、われらに御まかせ候へく候ゝゝ、たたゝゝぬたのつれに人おとし候て、色々にはいりう申候ときこへまいらせ候、御心へ候へく候、こんとくハひむきに五せんくわん、三せんくハん御やり候ところともを、われらさいはん申たきなとゝ申候ハゝこそ、いわれぬ事をおんな身ニ申候とも、よした・ぬたニもおほしめし候つれ、このへさかの事ハ、われら久しくきちやう申候、いまさらにてにくゝと候や、何と候とも、てまへはなし候事あるましく候ゝゝ、まいちよしたにも御とりあけ候ハん御こゝろにて候ハす候ゝゝ、たとへへさかのくれうおは、もとふさ事に御つかひ候ハゝ、われらてまへからして、とれゝゝへなり共わたし申へく候、文くハしく御らんし候へく候、文からこゝもとへ返し給へく候、御ふたりをたのミ申候へく候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：もときよ・もとまさまいる人々申給へ　桜をつめよりこ）愛知県史資料編12_0825「小早川秀包母書状」（右田毛利家文書巻一三）1584(天正12)年★月日欠

急度申入候、先日御中酒被進候時分、如　上意者、為如何致、只今迄御官途無之由、御内儀ニ候つる間、此度之御祝意ニ、以垪刑申上候処ニ、兵衛尉ニ被成之由、御意候、為其、自垪刑之折紙、指添遣候、定可為御満足候、此等之趣、於御陣中、上総殿へも可申入候、以上、卯月十一日 氏邦（花押） 宛所欠（上書：小幡兵衛尉殿参　安房守） 戦国遺文後北条氏編2799「北条氏邦書状」（源喜堂古文書目録二所収小幡文書）1585(天正13)年★04_月11日

預御状拝見本望候、殊菱食一つ・鯨肉物・さより如御状送給候、御志之程一入賞翫無他候、如仰去年者路地にて早々懸御目于今御残多候、御仕合能長島ニ御座候由、別我等珍重候、将亦星崎御籠城中聊御疎略無之之通、那須助左淵底存之通被申候条、得其意秀吉江切々御取成申候、可御心安候、此表平均ニ被仰付候条、軈而可為御開陣候条、其節大坂御見廻尤候、尚期後音之時候、恐々謹言。尚以依思召御音信過分之至候、近日可為御開陣候条、其節自是可申入候、以上、卯月十九日 盛月（花押） 宛所欠（上書：長田弥左衛門尉殿御報　津田四郎左衛門尉盛兎月）愛知県史資料編12_0950「津田盛月書状」（熱田浅井家文書）1585(天正13)年★04_月19日

為御音信時分物鉢・鯖百着給候、遠路毎度之事乍申御懇切至候、次如御書中北国御船之儀旁々御取乱奉察候、然者四国事者不及申北国も相済申、従家康年寄衆人質渡申候か、不然者蔵介国を明候而、内府様へ渡被申候歟、二つに相定、源五様・三郎兵衛・津田四郎左衛門尉・富田平右衛門尉下向候、右之分相済候条、当月三日四国へ之御出馬も相延候、昨日七日ニ　御京着候、我等今日八日に罷越候、恐惶謹言。追而申候、幽斎・越公へも指事無之間、別紙に不申候、此書中申入度候、七月八日 宗易（花押） 宛所欠（上書：松新公御報　易） 愛知県史資料編12_1224「千宗易書状」（松井文書所蔵文書）1585(天正13)年★07_月08日

両人かたへの文すなハちみまいらせ候、さてハそこもとかちうの人たち、ことゝゝくこたいせんかたへこされ、ことに牛千世十八日に自身ちくへこされ候て、はしりまいのよし候、ゑつき候、なにやうにもうし千世事そりやくあるましく候まゝ、御心やすく候へく候、このときにて候まゝ、かちうのてをき、なに事にゆたんなくおほせつけ候へく候。なをゝゝこうきのき候へ共、くるしからす候まゝ、御心やすく候へく候、よくゝゝかちうのしをき共ゆたんなきやうにかん用候、うし千世事上下すこしもふさた候ましく候、くハしくほんたいや八・大くほしん十郎申へく候、十一月廿一日 いゑ康（花押） 宛所欠（上書：うし千世との御らうおまいる申給へ　いゑ康）愛知県史資料編12_1024「徳川家康書状」（下条文書）1585(天正13)年★11_月21日

御寺領之御判形申調進入候、御文言ニ御内所務之員数雖可被書載候、既先年之御検地帳ニも、三年以前之御改之帳面ニも、本途無異儀御拘、然ニ本途ニ付御内所務、今更改而被　仰出不及候、本途御拘ニ候へハ、それニ付来御内徳ニ候間、如前ゝ本増共ニ拾壱貫弐百文之所、永代御相違有間敷旨、被　仰出候、為御心得一筆如件、已上。猶以御寺領之事ニ候間、如前ゝ何事も諸役ハ不可有之候、百姓中へも其御断尤候、已上、丙戌三月十六日 板部岡江雪（花押） 宛所欠（上書：国府津宝金剛院御同宿中　江雪） 戦国遺文後北条氏編2939「板部岡融成副状」（宝金剛寺文書）1586(天正14)年★03_月16日

家康今日草津辺被上之由、得其意候、従是使者可遣候、恐々謹言、 三月十九日 秀吉（花押） 宛所欠（上書：富田左近殿進之候　秀吉） 豊臣秀吉文書集2447「羽柴秀吉書状」（上甲文書）1588(天正16)年★03_月19日

当春者未不懸御目候、家康不計上洛可被申候条、其刻以参可申入候、随而此方法安と申くすしにて候、家康為抱三州ニ久さゝゝ居住候、少其御国へ乍見物被参候、然者くすし上手にて御入候之間、其許御養性之方も御座候者、御秘計候て可給候、　内府様へも御礼被申上候様、御取合奉憑候、何様拙者も当年不参候間、与風遂祇候万端可申上候、恐々謹言。猶以右之段、悉皆御取成奉憑候、拙者別而無等閑方にて候間、何様にも御指南所仰候、二月十二日 国次（花押） 宛所欠（上書：長田弥左衛門尉殿御宿所　成世藤八左国次）愛知県史資料編12_1468「成世国次書状」（熱田浅井家文書）1589(天正17)年★02_月12日

今度高野ニ三間四面之御堂立申候付而、一ツ書以公物之儀申定候。　一、本尊之黄金、京目六両相渡申候。一、材木取之事、以上之内黄金拾両渡申候。一、不申定候得共、以上之内黄金京目廿両、此度渡申候。一、かのへ寅年、以上之内共ニ指添、黄金百両渡可申候。一、かのと卯年、黄金五十両、此内十両供養迄ニ渡可申候。一、かのと卯年、末代香花之分ニ黄金京目五両渡可申候、是ニ而末代之儀済申候。一、御堂者、軒天井二重たるき、ひはたふきに可仕之由、申定候、造作等者、如何ニも結構可我成板敷迄候。一、黄金之分、以上合京目拾七枚一両之分ニ相定申候。以上、天正十七年己丑二月十八日豊信（花押） 宛所欠（上書：西門院御同宿中　武田兵部大輔） 戦国遺文後北条氏編3425「武田豊信条書」（西門院文書）1589(天正17)年★02_月18日

庵承義無曲由候、其以後理尽ニ有之而、被罷帰候、此時者、報国寺数通之任御証文、敷地無相違、報国寺相拘、一寺無退転造営可為肝要由、一札可進置候、定而龍源軒可被及訴状歟、至于其儀者、貴辺可及御内談候、為御心得令啓候、猶使口上ニ申候、将亦近日者御物遠之節ニ候、他事追而可申述候、以上、五月廿日 政繁（花押） 宛所欠（上書：安豊御宿所　自大駿） 戦国遺文後北条氏編3453「大道寺政繁書状」（報国寺文書）1589(天正17)年★05_月20日

適久不申通候、所存之外候、抑来春関東　御出馬付拙老為御供出陣覚悟候、然者、於御国兵粮調法之事此度之儀候条、御馳走頼存候、巨細宗及・小四郎方より可申入候、御取紛時分候へ共御入魂所仰候、依返事差下使者始末可申談候、先御内証為可承以飛脚令申候、恐々謹言、十二月十三日 玄旨（花押） 宛所欠（上書：飯■兵■■宿所　幽斎玄旨） 愛知県史資料編12_1574「細川藤孝書状」（名本敦子氏所蔵文書）1589(天正17)年★12_月13日

尊札忝拝披、仍其地御移之事、去十六、与風依仰出、十七御越山ニも候歟、努ゝ不存故、不申宣、御報罷成、失本意申候、一、敵陣之様子、至于今日無替義候、動今日ゝゝ与相待、其支度ならしニ声をからし申候、併一日も相延申内、普請仕置等も堅固ニ候条、可御心安候、一、関白殿去三日京出、十四五日之間、駿府可為着陣与申来候、至于今日無実儀候、結句敵陣庭薄ク罷成見得申候、信州表へ上州衆打入由申故ニも候歟、一、敵陣極ゝ労兵、第一粮ニ相詰之由申候、是ハ実儀ニ可有之候、如此ハ長陣雖罷成存候、一、貴山へ御移珍重、併時分柄可為御機遣候、当城有之内ハ、俄事ハ有間敷候、一陣も二陣も寄ゝ是事ニ可有之候、其内可御心安候、尚以御懇使、畏悦無極、重而可得尊意候、以上。尚以、先可申者、九献■■送被下候、誠山越珍酒忝、則御使於眼前被下候、御厚志不浅存計候、昨日ハ御屋形様屏風山御順見ニ候歟、尤候、併当城不罷成候、屏風山も二子山も何山も、小田原之防ニハ不可罷成候、箱根路ハ当城、片浦口者韮山、川村口ハ足柄之城、三ヶ所ニ極申候、早キ遅キモ一利を可被思召候、然ハ只今自敵方も御扱候歟、人ゝ参之由申候、余御強過申候、■去御吉左右可有之候、菟角吉にも悪ニも、先ゝ其地被進候上ハ、目出此事候、一入令満足候、又三島宮中悉大木まても伐取、ちりにても無之候、不及是非儀共候、委細ハ自是可申入候、暮ゝ御懇使万ゝ忝、雖申尽存候、於替義ハ可申宣候、三月十九日 康長（花押） 宛所欠（上書：箱根へ尊報御同宿中　自山中松兵太）戦国遺文後北条氏編3687「松田康長書状」（箱根神社文書）1590(天正18)年★03_月19日

貴山へ御移ニ付而、一昨日者態預御使、忝存候、内ゝ昨日雖可令啓宣候、爰元大雨故、無其儀候、仍此刻、御苦労ニハ可被思召候、先ゝ珍重迄ニ候、兄今敵之手成ニ候者、大事ハ出来申間敷候歟、左候者、可為御本意候、一昨日缺入此方へ参候奥州様御家中、又かせ者ニ去年罷上り、家康家中ニ有之而、昨日走参候、家康ハ昨廿日駿府へ候由申候、此故ハ京衆先罷下、三遠駿城ゝ請取、妻子以下迄押出候、はや吉田・浜松・懸河ハ請取、久野之城ニ家康之御一類御入候、是も押出と申口ニ候、依之御越、又陣中さた候て、様ゝ申候、珍重候、関白殿ハ于今尾三ニ共申候、無実義候事候、以上。尚以て、御移■■■■■殊ニ御酒・御茶被下候、御■■一入珍敷候て、昨日まて致賞盃候、然ハ信州口へも上州衆打入故、甲信之衆も帰候由、昨日之申口ニ候、一、内府・家康御取扱ニも候歟、韮山筋へ使衆被参逢候、於敵陣ニも、此取沙汰成就をとよろこひ候由申候、一、陣中兵粮ニ詰、野老をほり候てくらい候よし申候、兵粮一升ひた銭にて百文つゝ、是もはや無売買由申候、さうすい汁器一ツ十銭つゝのよし申候、此分ニ候者、長陣更ニゝゝ難罷成存候、早ゝ世静ニ罷成、以尊顔申度候、一代之苦労仕、老体可為御察候、将亦任到来一籠進之候、此地者以来籠城之分ニ御座候、彼是可為御察候、先ゝ何方も御吉左右計候間、可被思召御心安候、重而可申宣候、返ゝ遮而御音信、忝次第候、三月廿一日 康長（花押） 宛所欠（上書：箱根■■■■　自山中　松兵■） 戦国遺文後北条氏編3691「松田康長書状」（箱根神社文書）1590(天正18)年★03_月21日

さいゝゝ人給候、御うれしく候、小たわら二三てうニとりまき、ほり・へいふたへふけ、一人もてき出し候ハす候、ことにはんとう八こくの物ともこもり候間、小たわらをひころしニいたし候へ者、大しゆまてひまあき候間、まんそく申ニおよはす候、二ほん三ふん一ほと候まゝ、このときかたくとしをとり候ても申つけ、ゆくゝゝまても、てんかの御ためよきようニいたし候ハんまゝ、このたひてからのほとをふるい、なかちんをいたし、ひやうろ又ハきんゝゝをも出し、にちさきなののこり候やうニいし候て、かいちん可申候間、其心ゑあるへく候、此よしミなゝゝへも申きかせ候へく候、かしく。返々はやゝゝてきをとりかこへいれ候ておき候間、あふなき事ハこれなく候まゝ、心やすく候へく候、わかきミこいしく候へとも、ゆくゝゝのため、又ハてんかおたやかに申つく可候と存候へ者、我等もやいとうまていたし、ミのようしやう候まゝ、きつかい候ましく候、おのゝゝへも申ふれ、大めうともニにうほうをよはせ、小たわらニありつき候へと申ふれ、ミきとうゝゝりのことくニ、なかちんを申つけ候まゝ、いよゝゝ申つかわせ候て、まへかとによをいさせ候へく候、其もにつゝき候てハ、よとの物我等のきにあい候ようニ、こまかにつかれ候まゝ、心やすくめしよせ候よし、よとへも其もしより申やり、人をつかわせ候へく候、我等としをとり可申候とも、としの内ニ一とうハ其方へ参候て、大まんところ又ハわかきミをもミ可申候まゝ、御心やすく候へく候、四月十三日 差出人欠 宛所欠（上書：五さ　返事　てんか） 豊臣秀吉文書集3029「羽柴秀吉自筆書状」（高台寺文書）1590(天正18)年★04_月13日

雖未申通候、致啓上候。一、今般御使僧被為指上、御状之通、即筑州ニ申聞候、各へ御状被遣候、然共小田原表迄ハ程遠候間、先従此地被指返候、其子細ハ、小田原ハ去月上旬ヨリ被為取巻候、堀塀丈夫ニ付廻シ、三重四重ニ御人数被押詰候、海方ハ舟数千艘被指浮、御人数弐万、日夜海上ニ在番候、城中より鳥之通も無御座体候、様ゝ御侘言申上候へ共、一切不被聞召入候、一人も不洩様ニとの御擬ニ候、下野国ノ侍皆川山城守走出申候、人数百計召連候、其外北条左衛門大夫命を被助候様ニと申上、無理ニ罷出候、左衛門大夫ハ玉縄と申城ニ籠申候つる、小田原城内無正体、歴ゝ者共懸出申候、然共此以後一人も不被出候、縦北条刎首持来候共、可被成御成敗との御法度を被仰出候故、不及力体候事。一、筑前守働之口、上野筋之儀、松井田城落居ニ付而、箕輪・厩橋・石倉・西牧之高田明渡、皆ゝ被請取候、人数入置候、新田・ふかや・おし・江戸・河越・佐野・足利已下悉相済、五三日之内ニ、何も人数を遣、可請取ニ候事。一、右分ニ御座候間、一刻も早く政宗様御参陣之儀、急申度由被申候、依之先此御使被返候、遅ゝ候てハ、御前御取成之段も難申ニ付而、如此ニ候、下野国端迄も御出馬ニおゐてハ、筑州親類衆を御迎ニ可進之由候、其段可御心安候、御注進次第ニ、慥なる近キ親類中を可相越由候、左様之儀、一段被入精候、少も如在被申間敷候、片時も御急候て、三百騎・四百騎程にて成共、御出馬肝用候、不可有御由断候事。一、南部大膳大夫方も出仕被申由候て、先ニ使者を被指上候、定而近日此地へ可為参着候事。一、守柏斎・小関大覚方、去月廿一日此地へ被参候、翌日廿二日筑州被致同道候て、小田原へ被罷越、御存分之通、具言上被仕候、御用之子細候て被罷越候砌、彼使者被参、一段可然仕合と申事候、拙者も為供小田原面へ参上候キ、然者浅野弾正方ハ去月廿六日鎌倉へ被相働候間、以相談御返事可申之由候而、御両使ハ鎌倉へ被通候、定而可為遅ゝ候間、先此御使指返申候事。一、此面之儀、勿論筑前守惣奉行として被　仰出候、出羽・奥州之時宜、此度御仕置可被　仰付由候、幸筑州も其表棟梁ニ被罷越候、万端無御隔心可被仰談事、御仕合と存事候、政宗様之儀ニおゐてハ、身ニ懸、如何様ニも馳走可被申憶意にて御座候、其段可御心安候事。一、懇ニ書付申候儀も不罷成候、大形口上ニ申渡候、扨又拙者儀、弥御用等被　仰付候者、外聞旁不可存由断候、御取成偏奉頼候、次先日自御両人筑州へ御状、即申聞候、恐惶謹言。尚以、巨細口上ニ申渡候旨、御取成所仰候、以上、五月二日 重続（花押） 宛所欠（上書：片倉小十郎殿・原田左馬助殿　川島一佑重続）神奈川県史資料編3下9773「川島重続書状」（伊達文書）1590(天正18)年★05_月02日

ねんころニ文給候、御けんさんのこゝちして、ねんころにミまいらせ候、いよゝゝこたわらほりきわ、一てうの内そとニ、しより申つけ候により、一たんめいわくいたし、わひ事申たかい候事せひなく候へとも、ほしころしニ申つけ候わてハ、かなわさる事ニて候まゝ、このおもてへしゆしいたし候、はやしろゝゝおゝくうけとり候まゝ、御心やすく候へく候、わかきミ・大まんところ殿・五おひめ・きん五・そもしさまそくさいのよし、まんそく申候、いよゝゝ御ようせう候へく候、かしく。かへすゝゝこなたの事、心やすく候へく候、はや御さところのしろも、いしくらてき申候間、大ところてき申、やかてひろま・てんしゆたて可申候、いつれのミちにも、ことし内ニハひまあけ可まゝ、心やすく候へく候、かならすとしの内ハ参候て、御めにかゝり、つもり御物かたり可申候、せつかく御まち候へく候、いよゝゝわかきミ御ひとね候へく候、めてたくかしく、五　十四日 差出人欠 宛所欠（上書：まんところ殿返事　てんか） 豊臣秀吉文書集3208「羽柴秀吉自筆朱印状」（神奈川県立博物館）1590(天正18)年★05_月14日

当城を六月七日両日相尋候へハ、はや其方へ御越候由候、不懸御目御残多存知候、彦三様より貴所様之事内ゝ心懸申候へて被仰越候条、小田原へ取寄候時分より、いかなるつてニても、セめて書状を取かわし申度候而、さまゝゝ調略共仕候へ共、此方ハ不苦候へ共、城中ニて御法度つよく候由候而、御為いかゝと存候て不申入候、六日七日両日ハ者はが善七郎殿と申人を頼申候て、案内者をこい候てたつね申候、氏直様御壱人ニて二夜御酒なと被下候間、昨日七日之晩、家康陣取へ御立越候、一、彦三様御身上之事いかか被思食候哉、其方之御様子之通ニてハ是又家康へか内府へ御出候て尤候、一、忍之城御セめ候わんとて越後衆・羽筑前殿ニ被仰付候、昨夕此地まて御越候間今朝すくニおしへ御越候、定而彦三郎殿もおしへ可為御参陣候哉、貴所様もおしへ御出候ハん哉、御大儀なから御馬とり一人ニて此方へ御出候事ハなるましく候哉、以而上彦三様御身上又ハ貴所様御身上之事申談度候、一、信州あいき息宗太郎も家康へ罷出度と被申間、津田小平次と我ゝ両人して肝煎申候ハんと申候ても不人事、被仰候間、片時もいそぎ申談度候、一、先度木村ニ直談申候、先年信州こむろニて、井野五左衛門と申人へやくそく申候金子早ゝ御済候て尤候由申入候、五左衛門と申人、其時ハほうはいニて候今ハ上様御馬廻ニて一段御意よしニて候定而其方より御出可申候へ共、我もひきやうをかまへ候カなとゝ申候てめいわく仕候、けにゝゝ難相済候、一時も御いそき候て是非を御きわめ候て、其上不相調候者それにしたかひ御分別なされ尤候、上州之事家康へまいり候事必定と相聞申候間、家康へ御詫言候やうにと存候て、内府へも大かた申籠候、内府より被仰候者家康之御まへハ可相済候と存候、一、小田原城当年中ハ家康可有御出由候、来年江戸へ御越候へと被仰出候、一、此間ハ近年家康之御分国を一円ニ内府へ可被遣候と申候キ、三川国ニ別人を御おき候て其かわりニ上州を内府へ被遣候ハんなとゝ、たた今御本陣より被越候人被申候、あわれゝゝさ様ニも御及候へハ、彦三様御身上其まゝ相済申事候、莵角いつれの道ニても、内府を御頼候て家康へ御理候てハはつれぬ御事たるへきと存候、一、貴所様御身上なともなにとそ御分別尤候、彦三郎殿御身上如前ゝ相済候へハよく候、若不相済候とて俄ニとやかくと被仰候ても、難相調候間、我ゝ請取不申候ハゝ急度　上使を可遣候なとゝ申候而、此間ハ日ゝニ申来候而難儀仕候、急度被仰付候而尤候、一、当城之御無事之きわニ貴所様之事疎略仕候様ニ可思食八幡ニも富士白山ニもセいを入申候事、大方ならす候へ共、仕合わろくかけちかい申候へハ、不及了簡候、とかくたゝ今御身上御きわめて尤候、少御やすミ候て、何分是へ木村存知ニて候間、可有御出候哉、申談度候、恐惶謹言、六月八日 利世（花押） 宛所欠（上書：岡田新■■利世　小幡兵衛尉殿人々御中）戦国遺文後北条氏編4543「岡田利世書状」（源喜堂古文書目録二所収小幡文書）1590(天正18)年★06_月08日

追而申上候。一、三松御身上之儀被成御果候、其題目ハ小田原事、氏直父子髪剃走込、御侘言可申之旨なミたをなかし、慥申来之由、昨日被仰上候ニ付、御機嫌あしくなり候て、被追失候、御兄弟衆まて御果事候、不及是非儀候。一、山形出羽守殿此十日計以前御礼被申候、御進上物馬五疋・金子百枚にて候つる、家康之御取次ニ候、三松も別而御馳走候き。一、上郡山右近事、其方へ被罷下之由候、先度被仰候つるハ、此方に可被置旨候き、乍去霜台依被申、被罷下候かと存事候、とかく此仁御忠節之儀候間、被懸御目候やうニ、乍憚可然存候、我ゝ淵底存申ニ付、如此候、尚追ゝ可得御意候、恐惶敬白、七月朔日 宗是（花押） 宛所欠（上書：政宗様参人々御中　和久宗是又兵入道）神奈川県史資料編3下9812「和久宗是書状」（伊達文書）1590(天正18)年★07_月01日

態令啓上候、其表如何之被仰付候哉、方々御苦労令推量候、切々以書状共、御見廻可申上処、御普請彼是不得隙故、令迷惑候、随而にら山相渡申付而、昨日にら山の御人数悉此表へ被相越候、然者八王寺之御人数も、此表へ可被参之旨、被仰遣候、筑前殿、越前衆、　中納言様御陣所被遣候、　中納言様ハ御本陣へ可被成御移之旨候、景勝、にら山衆半分、家康御陣所へ被遣、家康ハ江戸へ御越之由候、　上様も十五六日比ニ其元へ　被成御座、其より会津へ可被成御動座之旨、被仰出候、次ニ小田原種々御侘言申上、命御たすけ被成候様ニと上野殿御手前へ申候付而、三松様右之通被仰上候へハ、以外　被成御腹立、三松様を御自国御はらひ被成候、けんにうをも同前ニ被仰出候、其外相替儀無御座候、猶以貴面相催儀、可得尊意候、恐惶謹言。猶切々以書状も不申入、迷惑仕候、其表之儀、無御由断可被仰事、専一候ゝゝ、又大夫さま先度之御手柄之様子、毎度被仰出候、拙子式迄満足此事候、七月四日 可遊（花押） 宛所欠（上書：浅弾正様参人々御中　一柳右近可遊）埼玉県史料叢書12_0939「一柳可遊書状」（浅野家文書）1590(天正18)年★07_月04日

其以後、以書状も不申上、無音之仕合致迷惑候、万事打置御見舞可申上候処、毎々背本意存候、其表御手柄を以、丸一つ被成御執候由、毎度御手柄共ニ候、然者　上様あい津へ御越之砌致参上、可得御意候、些少之体ニ候へ共、樽壱荷進上仕候、随分念を入申候間、被成御賞翫候者、忝可存候、猶追々可得貴意候、恐々謹言、七月五日 勝也（花押） 宛所欠（上書：弾少様参人々御中　森九一郎勝也）埼玉県史料叢書12_0940「森勝也書状」（浅野家文書）1590(天正18)年★07_月05日

この面見まひとして御ふミ、ことに色々のくわしともねんを入給り候て、はるゝゝの御こゝろさし、よろこひ覚へ候、るすのあひた、しゆらくニ門せきもとうせんにさいきやうのよし、まことにきとくなる心入にて候、さてハ八しうの事、ことゝゝく御心のまゝにおほせつけられ候、おたハら一城まて候、やかてゝゝほしころしに申つけ候へく候、かしく。なをゝゝうじなを事、ぬし一人はらをきり、たてこもるものとも、いのちをゆるし候やうにと、さまゝゝなけき候へとも、ゆるし申さす候、なにさまにもほとなく存分のことく申つけ候へく候まゝ、御心やすく候へく候、かしく、七月五日 日下に（羽柴秀吉朱印） 宛所欠（上書：北の御かたへ　御返事申させ給へ　ひて吉）豊臣秀吉文書集3292「羽柴秀吉朱印状」（本願寺文書）1590(天正18)年★07_月05日

御飛札本望候。一、上様会津へ可被成御座候付而、御とまり之事、其方より給候絵図被御覧、大形御とまり■■■■可然候ハんと被仰出候、城々書付進之候、其御心得候て、佐竹・宇都宮衆へ御用意候様、可被仰渡候。一、小田原之事、昨日氏直・岩付十良両人、羽柴下総守陣取へ馳入、氏直腹を可切候間、親類諸卒被成御助候様ニと御わひ申上候、就其此如案文御書被下候、大略此ふんニ落着可仕候と存候事。一、小田原落着之上にても、会津まてか、不然者、宇都宮まてハ必可被成御越旨候条、可被成其御心得候。一、江戸より宇都宮まて二筋道候、何も御とまり■■■■御座所道作之事をも可申付旨御意候、東とをりへ被成御座候得ハ、さのへハ被成御越ましきを存候、乍去右之分ニ候間、御用意候ハて不叶儀ニ候。一、両日中ニ慥之使者可進候、路次筋御茶屋御座所以下之事、可被仰聞候。一、其表之儀、小田原如此之仕合、御分別候て急度相すミ候様ニ御才覚尤ニ存候、但此上ニ候間、上様御気色ハ如何可有御座候、不存候、尚追而可申承候間、不能巨細候、恐々謹言、七月六日 増右長盛 宛所欠（上書：天徳寺御報　増田右衛門尉） 埼玉県史料叢書12_0941「増田長盛書状案」（秋田藩家蔵文書十）1590(天正18)年★07_月06日

御札拝見仕候、仍御馬二疋被牽越候、委細相心得存候、堅可申付置候、随而当城之儀、昨日六日ニ榊原式部太輔入申候、今日本城相渡申候由候、氏直ハ于今羽柴下総陣所ニ被居候、氏政ニ者腹を仕候へと　御諚にて候、種ゝ御侘言ニ候之間、相済可申候かと存候、其表何時分御帰陣可被成候哉、承度候、万端以貴面可得貴意候、恐惶謹言。猶ゝ、節ゝ御注進可申達候へ共、一昨日如申越候間、無其儀候、万ゝ以貴面可申述候、以上、七月七日 井兵部少直政（花押） 宛所欠（上書：浅弾正少様貴報　井兵部少直政） 神奈川県史資料編3下9815「井伊直政書状」（浅野文書）1590(天正18)年★07_月07日

こまゝゝとの文御うれしく候、ことにとうふくひとるをくり給候、御心さし悦覚へ候、このおもての事、ほうてううちまさ・おなしくむつのかミくひをきり、さしのほせ候、てわ・あふしうのはてまても、御をきめ申つくへきため、あい津まてこし候、やかてかいちん候まゝ、御けさんにて申入まいらせ候へく候、かしく。返ゝはるゝゝ御しんしん思ひまいらせ候、猶かうさうす申入まいらせ候、かしく、七月十五日 ひて吉（朱印「印文未詳」） 宛所欠（上書：院御所上ろふ御つほね申給へ　ひて吉）豊臣秀吉文書集3313「羽柴秀吉朱印状」（座田文書）1590(天正18)年★07_月15日

為見廻示預、殊更永楽弐十疋被懸御意候、御懇之至候、於爰許別而御志畏入存候、爰元之様子、委細加藤太郎左へ申入候間、不能巨細候。一、かまくらへの御ひめ君、此方へ御越候由尤候、然者、うつのみや迄無御越候共、こかと申所ニ御逗留候て尤之由被申候、御上之刻、こかニて御礼をも被仰上可然之由候、何も御礼之御理具ニ申聞候。一、義康様此方へ御越候付而、貴所も御越候て可然之由被申候間、必御出待入候、尚其刻以面上可申入候、恐ゝ謹言、八月五日 （■）（花押） 宛所欠（上書：西門院御報　りさい） 古河市史資料中世編1489「里斎書状」（西門院文書）1590(天正18)年★08_月05日

山中六人下申て、六人急度祈念、飯綱・愛宕之法、おもひゝゝの祈念候て、早々出仕申様ニ、せいに入へく候由、各へ可申候、恐々謹言。尚々急度祈念いそくへく候、出仕早々申候様ニと、延命ニと両様候、以上、八月十日 信教（花押） 宛所欠（上書：すわの神主右衛門太夫　三田） 清瀬市史3_518「三田信教書状」（青梅市・虎柏神社文書）1590(天正18)年★08_月10日

駿州御死去之由、昨十六極書申来候、誠驚入御力落無是非次第候、内ゝ以使者可申展候へ共、不承合以早打申入候、以上、十月十七日 定盛（花押） 宛所欠（上書：清内御宿所　自大戸斎摂） 戦国遺文後北条氏編3949「斎藤定盛書状」（茂手木文書）1590(天正18)年★10_月17日

急度令啓候、仍其以来御左右不承候、何事御座候哉、御床敷存候、先々此表之事ハ去廿九日に伊豆之山中ト申城御責崩候、同アシカラ・箱根之城捨申候、ニラ山計于今持候、是も四方に近々ト押寄、堀ヲホリ塀ヲ付一人ももれさるやうに被成候間、悉果可申候、家康様為始先手之事ハはや相州へ御乱入、小田原近所迄被押詰候由候、此方之事一途不可有程候間、頓而参候て事々可得御意候。一、新門様御下向之由候、目出候、定少将殿も可為御供候、酒も米も大豆も少将殿へ之儀者彼御用紙代御渡可有候、又我々如此申候と少将殿へも御申可有候。一、石治少さまへ■■■■事、異外過上之間、縦御用之由候共、重而御渡之事御無用にて候。一、大音新助殿へも于今参立不申候、彼所済申候間、無料簡候。なをゝゝ善宗之事何共被成やうめいわく申候、とかく我等ためわろきやうにとハかり被成候間、めいわく仕候、せひとも御入候ハす候、以上、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：祐■様人々御中） 愛知県史資料編12_1643「某書状」（専修寺文書）1590(天正18)年★月日欠

自京都御朱印被下、去廿三日ニ罷出候、偏ニ去年以来、各御祈念旁仰候、尚更此上も、於神前之精誠憑入候、以上。尚々御祈念之儀頼入候、和田・野口ニ委申上候、以上、三月廿八日 信教（花押） 宛所欠（上書：諏訪神主宮崎殿　大蔵少輔） 清瀬市史3_519「三田信教書状」（青梅市・虎柏神社文書）1591(天正19)年★03_月28日

御書中拝見仕候、仍氏直存生之刻借用被申候黄金、本利合参拾参両相調、高福院・唯仙御両所へ相渡申候、内ゝ某可致持参存候へ共、彼両人へ可相渡由、被仰越候わ、則進之候、爰許仕置隙明候者、致伺候可申上候、此旨御披露憑入候、恐ゝ謹言。猶以許元様子委細口上頼入候、随而五大尊之事先ニ御寺ニ可被相置候進候由、存生之時被申遣候、只今被仰事有是ましく候、以上、十一月十四日 山角治部大輔直繁（花押） 宛所欠（上書：高室院御報人ゝ御中） 戦国遺文後北条氏編4318「山角直繁書状」（高室院文書）1591(天正19)年★11_月14日

歳暮之為御祝儀、鳥目五十疋被懸御意候、目出珍重ニ存候、従此方御茶無上別儀はかり二進之候、仍見性斎御一跡之事、去廿一日ニ、つる田殿・助五郎殿へ被進候、他所へ可被遣かと存候処ニ、我ゝ式如存分被仰出候事、珍重ニ存候事候、定可為御満足存候、正月ハ罷御下り、御祝儀被御申上可然候、助五郎殿も、正月廿日比ハ可為御上洛候、其御心かけ尤候、委ハ御使ニ申渡候、此旨可預御心へ候、恐ゝ謹言。尚ゝ、濃州様二番め龍千代殿御在京候、是へも正月御前さまへ被仰届候者、龍千代殿へ被仰届可然候、是又光三院へ申渡候、委可申上候へ共、取籠申候付而、早ゝ申上候、以上、廿七日 直繁（花押） 宛所欠（上書：高室院参御報　山角治部太輔直繁）戦国遺文後北条氏編4319「山角直繁書状」（高室院文書）1591(天正19)年★12_月27日

尊札拝見本望存候、先日者致上洛刻即参候、御他行故罷帰不懸御目候、無念奉存候、随而為改年鵝眼百疋、雁一ツ給置候、珍重存候、然者御陣前近ゝニ御座候、涯分可罷立支度昼夜致之、路次中ニ而懸御目万端可得御意候、恐惶謹言。尚申候、御懇書本望忝存候、助五郎儀、于今罷着折角仕候、定而五三日之内可罷着由存候、於御先弥御取成可憑入迄候、以上、二月十九日 氏規（花押） 宛所欠（上書：薬院■印尊報人ゝ御中　北条美濃入道氏規）戦国遺文後北条氏編4321「北条氏規書状」（保阪潤治氏所蔵文書）1591(天正20/文禄元)年★02_月19日

珍札到来、令得其旨候、抑其以来ハ就御敵方不申通候、今度以不慮之仕合当地被取詰候、依之家康并貴所始申、御家中衆以旧義之御好御懇察之至不浅候、昨日わかき衆より折紙被越候、拙夫事ハ年々をしミ所も無之候、又行末も無憑候間、一途可果之旨相定候、重而不及蒙仰候歟、雖然某事ハ本城に候、其外諸曲輪、自信・甲番手之衆在之事各申聞ハ、於存分候者重而可申入候、さてゝゝ懸御目度候、此由酒左へも申度候、恐ゝ謹言。追而、御同日本豊御在陣候哉、御ゆかしきよし申度候、自酒左も昨日示及候、同を之申へく候之よし申度候、則日 堅雪道与（花押） 宛所欠（上書：石伯御報） 静岡県史資料編8_1413「朝比奈信置書状」（日東文書）年欠 ★_月日欠

ことしよりの御よろこひ、まいり候ても申あくへく候へとも、ちん中の事にて候まゝ、なんてううきやうのすけをまいらせ候、さてハ三色二かしん上致し候、めてたくことしはさうゝゝほんいつかまつり候てまかりかへり、よろつ申あけ候へく候、かしく、御ひろう申候へ、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：正月一日　御まつ御かた御申　玉なはより　うち政）戦国遺文後北条氏編3839「北条氏政書状」（保坂潤治氏文書）小田原市史2172「北条氏政書状（切紙）」（弘文荘名家真蹟図録）年欠 ★01_月01日



態計ニ五明壱本令進入候由候。殿様へ当春之御礼被仰納、并ニ足袋弐束、島田方へ同壱束、請取申候、島田江州へ御使ニ罷こし夕へ夜中ニ罷帰候、則味明ニ清須御返事申上ニ罷こし候条、是より急度可被申上候、先女房衆我等より相心得可申入候由被申候、万目出申納候条、此外不申候、恐々謹言、正月十日 勝久（花押） 宛所欠（上書：円福寺参貴報　勝久水野喜介） 愛知県史資料編11_1569「水野勝久書状」（円福寺文書）年欠 ★01_月10日

鯨到来祝着候、委細者長谷川可申候、已上、 正月廿日 氏規（花押） 宛所欠（上書：高橋左近殿　美濃守） 戦国遺文後北条氏編4011「北条氏規書状」（高橋清氏所蔵文書）年欠 ★01_月20日

きす御痛之由披露申候、いしや被仰付候得共、未罷着候、軈而可越由被仰出候、可御心安候、以上、二月廿日 康忠（花押） 宛所欠（上書：宇津木殿御報　垪伯） 群馬県史資料編3_3415「垪和康忠書状」（大阪府宇津木文書）年欠 ★02_月20日

御札再三奉拝見候、抑ゝ其以来者、不能面上候、仍為御音信、帯・筆被懸御意候、遠路被下候事、一入過分ニ奉存候、然ニ伏見当番ニ候へ共、眼病気故不罷登候、先以其元無何事由、目出珍重候、此方無替儀候、命候内一度以而、先年懇之御礼申上度候、此口御用等御座候者、於何事も可被仰下候、如在申間敷候、随而物かましく候へ共、白キ御かたひら一ツ令進上候、誠ゝ御音信迄ニ候、猶御使口上頼入候条不能具、恐ゝ謹言。尚ゝ、其以来者御床敷そんし候、如何様之御事御座候や、朝暮無心元候、かならすかならすここもと御用等候者、可被仰下候、以上、二月廿一日 直繁（花押） 宛所欠（上書：高室院様御報人ゝ御中　山角治部大輔直繁）戦国遺文後北条氏編4340「山角直繁書状」（高室院文書）年欠 ★02_月21日

高尾山之山、切取申者有之者、可承候、御公方用ニ付而者、吾等一札を指越可申候、又狼藉人候而切取候ハゝ、から免候而、此方へ可承候、以上、三月十日 横地（花押） 宛所欠（上書：有喜寺御同宿中　横地与三郎） 埼玉県史料叢書12_付055「横地与三郎書状」（薬王院文書）年欠 ★03_月10日

遥久不申達、背本意存候、仍去比預ヶ申候条、鐙・轡・此者ニ渡可給候、永ゝ差置申、御無心難申尽存候、旁ゝ令期後音之条、不能詳候、恐ゝ謹言、三月十九日 康広（花押） 宛所欠（上書：高室院御同宿中　康広） 戦国遺文後北条氏編4096「小笠原康広書状」（高室院文書）年欠 ★03_月19日

大途以御判形被仰出候処、横合有之由承候、菟角族有之ニ付而者、小田原へ参、可被申上由、被申候間、猶於自分此旨被申断、簡要候、已上、三月廿一日 政秀（花押） 宛所欠（上書：天王左衛門大夫殿　修理亮） 戦国遺文後北条氏編4167「遠山政秀書状」（高井文書）年欠 ★03_月21日

曽阿弥小田原へ返し候間、自其地落合迄、伝馬三疋、大儀成共かし可出候、以上、三月廿七日 氏邦（花押） 宛所欠（上書：関山二郎左衛門尉殿　氏邦） 戦国遺文後北条氏編3979「北条氏邦書状」（関山文書）年欠 ★03_月27日

御札具披見申候、今日御帰候哉与存候処、有御用御逗留候哉、仍奥中湯何も被為留候歟、河津之湯之事、治部卿歓楽養生之、少脇ヲほりて入度之由被申候間、其由申上候キ、養性之事ニ候者湯之脇少可明候、他所之者不可入之由御意候キ、内ゝ加藤方へも申合候由治部卿被申き、重而稠被仰出候上者不及兎角候、其由可被仰付候、治部方へ我等も可申遣候、恐ゝ謹言。乍恐入候、返ゝ先少宛ゝ御帰之筋ニ候間尤ニ存候、今日御逗留ニ候者、以面万可申、湯之事ハかたく被仰付可被為留候、兎角ニ及間敷候、卯月三日 家貞（花押） 宛所欠（上書：清水太郎左衛門尉殿御報　石巻家貞）戦国遺文後北条氏編4065「石巻家貞書状」（西川文書）年欠 ★04_月03日

尊札拝披、過当之至候、内ゝ自是可申入候処、私之用候て、忍ニ上洛仕候故、罷過、御報ニ罷成、背本意存候、殊一種一懸送給候、芳情忝、可令賞翫候、就中来廿四日房州可有参寺由候哉、其砌迄令在京候者、尤以参可申候、委細猶自是可申入候由可得貴意候、恐ゝ謹言、卯月廿二日 氏規（花押） 宛所欠（上書：大用庵尊報　一睡氏規） 戦国遺文後北条氏編4344「北条氏規書状」（早雲寺所蔵文書）年欠 ★04_月22日

昨日者御樽被進候、為御使参御手見廻申満足ニ存候、御請具ニ申上候、一昨日六日之御走廻ハ矢安走水台へ乗上、目之下ニ見被申敵三十艘ニ貴殿御舟十六艘にて勝利之儀、矢安被申上候、此以前之走廻之儀、御次ニ候間、申上候。一、蔵波前ニ而敵舟三艘ニ貴殿一艘にて勝利被成候事、一、万田より次ノ崎迄焼散被成候処ニ敵かけ付候処ニ、敵之後より只三人にて無相返、殊ニ味方卅余人被打申所、貴所被成様にてたすけ被成候、前代未聞之儀候。一、内あわへ御動被成候処ニ、岡本・金谷・新地三所之敵舟集り、しくい申所者楠見下へ両度迄押こめ被成候事、一、くらへ御動之時、城きわ故、人上かね候を押上、其上敵取付候所をしんかり被成、無相違御上被成候事、すけかや越後其時之見使ニ参物語申候事、御次ニ而申上候、一段之御機嫌ニ候ツる、御手能ゝ御養生肝要ニ候、明日御見廻ニ被参候て万事可申候、恐惶謹言。尚ゝ御養生専一ニ候、御次ニ候間、有様之儀申上候ツる、以面上可申候、以上、五月八日 井豊時吉（花押）・幸松昌重（花押） 宛所欠（上書：山太御宿所　従井豊・幸松） 戦国遺文後北条氏編4076「井出ヵ時吉・幸田ヵ昌重連署書状」（越前史料所収山本文書）年欠 ★05_月08日

今度者御無心之儀無是非候、于今従三州可申入候、然者此者楠迄御送り可給候、奉頼候、具ニ可申候へ共、たゝ今罷下候間、早々申候、恐々謹言、五月十七日 信元（花押） 宛所欠（上書：柳生殿御宿所　水下信元） 愛知県史資料編11_1600「水野信元書状」（柳生文書）年欠 ★05_月17日

鍛冶又四郎此方へ出、座間ニ令居住候、然処、方々之鍛冶共、郷中へ越候由申候、相似合之役をいたさすハ、又四郎下たるへく候、此旨鍛冶ニ可被為知之候、恐々謹言、六月四日 道俊（花押） 宛所欠（上書：■■中務丞殿　道俊真■リ） 埼玉県史料叢書12_付109「大石道俊書状」（鈴木文書）年欠 ★06_月04日

昨日者、従冷泉殿御草子三冊先々預置申候、殊御当家之秘書、以旧好乍不堪之身、伝授申候事、面目之至難有候、御所労御養性之上、以参可得貴意覚悟候条、其間者深籠之箱中置、不可遂一覧候、少も聊爾之儀不存之由、以次可被演説申候事候、期面謁候、恐々謹言、六月晦日 義元（花押） 宛所欠（上書：冨樫民部少輔殿　義元） 戦国遺文今川氏編1124「今川義元書状」（時雨亭文庫冷泉家古文書）年欠 ★06_月晦日

昨日者御大儀ニ候、仍堀内に今度御願御成就之様体御雑説候つる間、昨夕令披露候、依之長ゝ之所願無何事満足一入目出之由、被及御使候、然者御肴之事、内ゝ珍敷をと思食候へ共、遅ゝ之由にて鮓一箱・蛸廿盃・蕎喰弐ツ・樽一荷被差越之候、態御賞翫所仰候、猶三谷左衛門尉可申述候、謹言。尚ゝ於我等も御目出度奉存候、七月四日 差出人欠 宛所欠（上書：越前守殿参御報　自作倉大炊助） 戦国遺文後北条氏編4218「原大炊助書状」（西山本門寺文書）年欠 ★07_月04日

金とうろ之儀申上候、然者、於高野山、千疋之分取替頼入候、此段調可給候、以上、八月朔日 氏邦（花押） 宛所欠（上書：西光院　新太郎） 戦国遺文後北条氏編3989「北条氏邦書状」（高室院文書）年欠 ★08_月01日

此間者無隙付候て不申入候、如在之様ニ候。先度御出、殊預御棰本望候、承候御存分、局ニ懇申候、不可有無沙汰之旨、堅被申候之間、可御心易候、諸事少も疎略申間敷候、唯今拙者吉田江相帰候、御隙之時分可被懸御意候、恐々謹言、九月四日 忠次（花押） 宛所欠（上書：満性寺御司　酒左） 愛知県史資料編11_1626「酒井忠次書状」（満性寺文書）年欠 ★09_月04日

たん三郎の屋しきへ、用所御たし候ハゝ、城下ニ候之間、とかく申かた候ハゝ、山しろ一筆を持候由、おほせ候て御見せ可被下候、恐ゝ謹言、九月十日 師岡山城（花押） 宛所欠（上書：師岡弥二郎とのへ　山城） 戦国遺文後北条氏編4233「師岡山城書状」（原島文書）年欠 ★09_月10日

堀之内同ちやう之儀、あまり承候間、於向後も指置可申候、取紛候条、一筆非儀沙汰候、恐ゝ敬白、十月六日 朝直（花押） 宛所欠（上書：浄蓮寺進之候　自山朝直） 戦国遺文後北条氏編2427「上田朝直書状」（浄蓮寺文書）年欠 ★10_月06日

返々。急度申候、敵今日ハ不相動候、明日儀定之由、今夜中も来候、一、天明之いもし、富田口ハ当地へ参にくゝ候間、其地へ参、当地移申度由候、御指南頼入候、以上、十月廿六日 綱秀（花押） 宛所欠（上書：備州江■　出羽守） 埼玉県史料叢書12_付216「近藤綱秀書状」（小島文書）年欠 ★10_月26日

矢部・酒井所より内義之所ニ、雉子十給候、祝着申候、委細両人所より可申候、以上、霜月五日 氏邦（花押） 宛所欠（上書：和兵部　氏邦） 戦国遺文後北条氏編4001「北条氏邦書状」（国会図書館所蔵冑山文庫文書）年欠 ★11_月05日

覚。一、誉斎御雑談之分ハ、何も無如在竟走廻之由本望ニ候、弥奉公肝要ニ候。一、御用心手堅ニ可被申付候、就中夜中之用心ニ相極候。一、御小荷駄遣候、如書付能ゝ請取事、不足事をハ節ゝ書付待入候。一、叨ニ無之様ニ、仕置可被申付候。一、如承及者、今度辛崎喧嘩候間、承及候、さ様之刻も無人而無用心に候間、証人衆も又旁も、必ゝ町立并近付之方へ罷越義、堅令停止、爾と御屋敷ニつめ候て昼夜共被用心手堅ニ可被申付候、以上、拾一月十五日 信業（花押） 宛所欠（上書：石原作太夫殿・黒崎市兵衛殿・手島右近丞殿　自赤坂右兵衛太夫）戦国遺文後北条氏編4250「和田信業覚書」（石原文書）年欠 ★11_月15日

其以来者、其元無何事御達者候哉、承度存候、仍御料人様御機嫌、我等踞之砌より無相違候哉、無御心元候、然而御家之儀御やとゝのい候て思召立候哉、是又無御心元候、如何様ニも貴殿御稼ヲ以、其元様ゝ御苦身之段具申上候、御苦労無忝候由、於得御意候事、一我等代物七百文指置申候、此度如何様にも新勘と有御談合、如何ニも能ひやうすを御もとめ候て可被下候、悉皆貴殿頼入候、其上ねすミのくい申さぬやうに頼入候、御つほね様へねまり候みきり、様ゝ御ねんころわすれかたく候由申度候。返ゝ申候、御料人様帯ときの御祝儀、垪伯を頼入御申可有之段候ハゝ、今十六日長司を以先御申被入候、か様ニ御宿所無何事候、御北様御煩すミヤか御平愈候、此御祝儀として、一昨十五日御本城御能御座候、如何様ニも彼御家之儀出来申候様ニ、悉皆貴殿ニ承候、将亦、我等はかま出来申候ハゝ、乍御大儀有御持参可被懸御意候、示得候、尚有御返ニ付而者、悉皆新勘殿被談合候て可然候、黒崎方へも此由申度候、已上、霜月十七日 業■（花押） 宛所欠（上書：石作御侍者　自赤坂武主） 戦国遺文後北条氏編4281「某書状」（石原文書） 年欠 ★11_月17日

寄進申分、当年者、若林四郎右衛門所より罷出候四貫文、先ゝ可有御請取候、後年者於下地可申合候、拾貫之内、残而三貫をは、自是可進候、恐ゝ謹言。尚ゝ為御心得申候、十二月十三日 宗調（花押） 宛所欠（上書：大泉律師参　案独斎宗調） 戦国遺文後北条氏編2428「上田朝直寄進状」（浄蓮寺文書）年欠 ★12_月13日

為歳暮之御祝儀、両種・一荷給置候、珍重ニ存候、明春者、早ゝ従是可申達候、恐ゝ謹言、極月廿四日 氏盛（花押） 宛所欠（上書：■■院　北条助五郎氏盛） 戦国遺文後北条氏編4349「北条氏盛書状」（高室院文書）年欠 ★12_月24日

毎年家康江御音信、殊更拙子方迄之御気遣共過分候、随而当国之内土橋之儀、先奉行任証跡被申付候、弥可被抽武運長久之懇祈候、猶期後音之時候条、令省略候、恐々謹言、十二月廿七日 本多作左衛門尉重次（花押）（黒印「印文未詳」） 宛所欠（上書：那智実報院参　自遠州） 静岡県史資料編8_0139「本多重次書状」（米良文書） 年欠 ★12_月27日

昨日ハ参、種々御懇之儀由忝存候、此等之趣、御長老様へ能々御心得奉頼申候、将亦昨日申候つる山中之借物之事、此ふミを借状ニ被成候て、御惜候て可給候、一重に奉頼申候、若無沙汰申候者、我々済可申候、恐々謹言。返々色々御懇之儀、忝存候、殊更借物被借召候由、是又難申尽候、此之由可然やうニ御心得候て可被申候、極月廿七日 清忠（花押） 宛所欠（上書：大樹寺宗与まいる人々御中　甚五左衛門尉）戦国遺文今川氏編1043「清忠書状」（岡崎市鴨田町・大樹寺文書）年欠 ★12_月27日

ふミたまハり候、めつらしく見申まいらせ候、さてハそなたへより候ハんと思ひまいらせ候へとも、としのきわめにて候まゝ、よりまいらせ候ハす候、はるハより候へく候まゝ、その分心候へく候、かしく。返々としのきわめにて候まゝ、より候ハす候、めてたく春ハより候へく候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：新城返事　大納言） 愛知県史資料編12_1721「徳川家康書状」（徳川義宣氏所蔵文書）年欠 ★12_月日

態申進候、仍今度屋形様孫次郎を御立腹之由、御余儀なく奉存候、因茲若狭守・丹波守へも申断候、其節御談合被成上意無相違候、ひとへニ奉憑候事候、令期後音候、かしく、尚ゝ、其許如何様ニも御談合あつて、上意すみやかなる御取成、畢竟孫次郎を任入斗候、急候之間、拾之弐恐入候、以上、四日牛刻申候 胤保（花押） 宛所欠（上書：大右馬助殿参御宿所　海上山城守）戦国遺文後北条氏編4085「海上胤保書状」（大須文書）年欠 ★月04日

自沼田之使衆入来之由候間、樒柑・江川進之候、一ツ可被勧候、以上、 六日 差出人欠 宛所欠（上書：新太郎殿　氏政） 神奈川県史資料編3下7898「北条氏政書状」（志賀槙太郎氏所蔵文書）年欠 ★月06日

文こし候、よくゝゝミとゝけ候、然者石川田之年くなしかね候哉、二斗なし申ものゝかたへ中間一人つゝ使ニ付、■いそく候へく候、大かたニ申候て、なしかねへく候、早ゝさいそく候へく候、一衛門へ申候、いそんとして水くらの米、此方へこし候哉、但、さきゝゝ陣へもこし候哉、とかく石川六郎田の年くつかい、セんゝゝ付へく候、かしく。猶ゝ、六日 （酒井政辰花押） 宛所欠（上書：鵜沢筑前守殿・上代源左衛門太夫殿　自小田原）戦国遺文後北条氏編4130「酒井政辰書状」（鵜沢文書）年欠 ★月06日

昨日者御折紙殊一種如御書中贈給候、忝賞翫申候、如貴意先日者於千葉寺乍卒爾遂面謁本望ニ令存候、当口御出馬付而、毎日之御辛労難申尽存候、雖然可為御満足候歟、随而拙夫瘧病三日以来無発気候、可御心安候、何様御当陣中一日御心静可申談候、以上。猶以昨晩是■へ御報可申候処、稍日暮之間、今日申達候、非無沙汰候、以上、七日 差出人欠 宛所欠（上書：原越御報　自是幸大） 戦国遺文後北条氏編4120「幸田定治書状」（西山本門寺文書）年欠 ★月07日

先日申付候きけん陣くミ不申候衆の兵粮不参候、但、無用ニいたし候て■■■■、然者おき守も■申候ハゝ、無用たるへく候。一、一斗五升兵粮八日帰衆候ハ、なし可申由かたへしゆひ申候。一、もめん代兵粮をとりこし申候、兵粮請取へく候、これより帰候とさま・きけん衆へも申さため候、もめん一たんニはい原八升つゝと申さため候、かしく。猶ゝ、七日 差出人欠 宛所欠（上書：三川殿・ちくセん殿・■左衛門殿　自陣）戦国遺文後北条氏編4131「酒井政辰書状」（鵜沢文書）年欠 ★月07日

鯉七ツ給候、一段見事ニ候、可令賞翫候、次明日霞之渡ニ船橋被為懸候、橋向之儀者御領分ニ候間、万端可有御走廻由候、橋懸候、自身橋庭へ御出可有御走廻候、筵候者五十枚も六十枚も被相調尤候、す之上ニ敷用所ニ候古も不苦候、以上、九日 差出人欠 宛所欠（上書：岡見中務少輔殿参　奥州） 戦国遺文後北条氏編3920「北条氏照書状」（岡見文書）年欠 ★月09日

小野殿此方へうつりめされ候間、たま三貫目ハ与左衛門うけとり給候へく候、■うねんハねんくニ■■へく候かせ藤左衛門、七貫めハちくせんうけとり、当年斗身のくらいれに可申候、来年ハたれニもはからひ可申候、当所務ハ身の可申候、為其申越候、已上。尚ゝ小野殿やしきの事ハ、あれもおかれましく候、せいうへもんなとニ申つけ、よくゝゝ申きかせ、なにゝてもまかせ候へく候、十五日 政辰（花押） 宛所欠（上書：鵜沢ちくせん殿・市東与左衛門殿自小田原ちんや）戦国遺文後北条氏編4132「酒井政辰書状」（鵜沢文書）年欠 ★月15日

三度自筆にて文こし候、新ニ返事いたさす候、弥三かたへ成共返事ハ可申事ニ候、八日市はの伊藤かたへ早ゝ■あり次第石川六郎分も二三俵も可有之候、早ゝ渡可申候、いかやうニも半分まつゝゝわたし度候、六十五俵之分、渡可被申候、此返事、任入候、かしく。猶ゝ、廿日 差出人欠 宛所欠（上書：一衛門殿・上代■　自小田原） 戦国遺文後北条氏編4134「酒井政辰書状」（鵜沢文書）年欠 ★月20日

急度申遣候、仍房州廿日夜中御帰城候、被帰候哉、満水故如何共不得聞候、自何機嫌如何、無心元候、御出馬廿日之由聞候、真候哉、無心元候、機嫌好候而落水候ハゝ、彦次郎ハ早ゝ可越候、爰元も何事可計候、陣用意悉立付候、急候間一紙ニ申越候、以上。尚ゝ炎暑之于今至極之時分、長途病中大儀苦労迄候、満水之備ハ矢文付委返答まち入候、廿三日 国繁（花押） 宛所欠（上書：大沢下総守殿・同彦次郎殿　従桐生）戦国遺文後北条氏編4239「由良国繁書状」（大沢武一氏所蔵文書）年欠 ★月23日

急度令啓候、其元無何事候哉承度候、用心仕置之事、文にても有之様ニ可被申付候、又如承及者、女子遊山ニはまへさいゝゝ出候よし承候、女房衆なとあまたともいたし候事不可然候、外聞あしく候間、年寄様へ申候て無用ニ候、かたへニも候男共伴にハ出申へく候、必其分たるへく候、以上。追而料紙一帖被越候、一段見事ニて候、尚ゝ御あつらへ候へく候、出来次第御こしたのミ入候、又まけしの事いかやうにもひきこし候へく候、なミのやく、廿俵之積も出し申へく候、以上、廿三日 信業（花押） 宛所欠（上書：石原殿・吉沢又右衛門殿　自赤坂右兵衛太夫）戦国遺文後北条氏編4253「和田信業書状」（石原文書）年欠 ★月23日

昨日之走廻高名之由、今朝小田原へ申上候、可心安候、然者手を負セいかん、無心元候、誰か薬を付候哉、可被申候、以上、廿五日 差出人欠 宛所欠（上書：宇津木下総守殿　氏邦） 戦国遺文後北条氏編4006「北条氏邦書状」（大阪城天守閣所蔵宇津木文書）年欠 ★月25日

其屋敷ニひの木并すきの木有之由候、乍大儀五本令所望候之間、いかにも根を■かくほらせ、つちをつけて、こもなとに、つゝみ候て、其屋敷之地下人申付、今七ツ時分参着候様ニ必可給候、可待入候、為其儀一筆候、已上、廿七日 信業（花押） 宛所欠（上書：高井殿　自赤坂右兵衛太夫） 戦国遺文後北条氏編4254「和田信業書状」（高井重男氏所蔵文書）年欠 ★月27日

覚。旁為替徳江十左衛門・吉沢又右衛門遣候、黒崎有同道帰郷尤ニ候。一、兼日番并仕置其外之様子共、一ゝ十左衛門・吉沢ニ可被仰度候。一、今度御渡之山上蔵場ニ上州衆蔵作申候歟、慥有見聞様子於爰元可承候。一、先日之儀候、備前物并樒柑此便ニ御持参尤ニ候。一、年寄様御用之儀、一ゝ被得御意候儀尤候、已上、廿八日 信業（朱印「廉厳」） 宛所欠（上書：石原作右衛門殿・黒崎一兵衛殿　右兵衛太夫）戦国遺文後北条氏編4255「和田信業覚書」（石原文書）年欠 ★月28日

（前欠）一、別屋敷へ御移候者、家中之証人衆如何ニも御近所へ移シ、毎日出仕候て御用等可御走廻之由、堅可被申付候、難渋之仁候者、以書付可承候。一、珍批判候共、聞届可承候。一、兵粮之儀、高佐・三蔵有相談、早ゝ調候様ニ可被入御念候。一、年寄様女子用所、聊も不可有疎略候、若無沙汰之仁候者、節ゝ奉行可申候、自是可申付候、已上、廿八日 信業（花押） 宛所欠（上書：石原作右衛門殿・黒崎市兵衛殿・手島右近丞殿　自赤坂右兵衛太夫）戦国遺文後北条氏編4256「和田信業条書」（石原文書）年欠 ★月28日

としのはしめの祝儀として、わさと人給候、御うれしく候、殊とんす一まき、れうし二そく、給候、いわひ入まいらせ候、わさとつかいにすき原二そく、たきもの十貝、まいらせ候、文のしるしまてにて候、又梅王丸こん上申され候、太刀をなしく一荷三種しん上候、めてたくおもひまいらせ候、わさと太刀・あふきつかわし候、絵はかの筆にて候、うち政よりしん上のまゝ、一入にて候、よろつ又ゝゝ申候へく候、かしく。猶ゝこのたき物はわか身合候まゝ、さんゝゝなからまいらせ候、かしく、廿九日 よし氏（花押） 宛所欠（上書：さぬきまいる御返事　よし氏） 古河市史資料中世編1444「足利義氏書状」（喜連川文書）年欠 ★月29日

門柱之切石、其寺之内、不取候へハ、無道由候間、透而可給候、聊成共、寺中門前共ニ、従石引砌損処をは、一ゝ書立、播磨ニ可有御渡候、速普請申付可進候、かしく、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：宝泉寺　氏政） 小田原市史資料編小田原北条2238「北条氏政書状」（小田原市・宝泉寺所蔵）年欠 ★月日欠

其後者、諸口之備少も不得隙、是非不申入候、然者句面之心を具被遊可給候、何時も能ゝ字ニハカタカナヲ以付、字面之心ヲモ委可承候、以上。文箱ノ封、何時も（封印用花押）可為如此候、能ゝ可有御覚候、又文ノ封目ハ我ゝ判形にて可申候、以上、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：早雲寺　氏政） 小田原市史資料編小田原北条2239「北条氏政書状」（早雲寺所蔵）年欠 ★月日欠

昨日者、初而遂会面、快然候、自今以後者、別而可令相談候、将又任現来、一種并江川、進之候、猶期後音候、かしく。追而、一包者、旅宿之慰ニ進之候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：安中五郎兵衛殿　截流斎） 小田原市史資料編小田原北条2241「北条氏政書状」（安中文書）年欠 ★月日欠

大途兵粮とりそろへ、ミしんよくゝゝとりそろへ、早ゝこし候へく候、■■■三斗六升■■■可被申候、さいセんはまにて与三兵へこしらへ候兵粮、悉升目ちかい候、其内ニもなかいより参候十俵ハ、少もけんし候ハす候、其後の清右衛門こしらへ候米も、其地の■のます三斗ニつめ申由申候に、いそんいたし候や、こゝもとにてハ四斗四升斗候、とかく小けんもつとあく三郎めちくおし候へく候、■■■もの早ゝ■■候、かしく。のちあく三郎参候時こし候なかいの卅俵、これも升めちかハす候、大途兵糧ハ悉ますめちかい候、■■■ふなハた■■■すミ候と存候間、うハのりのとがニ申へく候、今度のうハのりニハ、又四郎と木衛門両人こし申へく候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：ちくセん・■川守・■左衛門　自小田原陣や）戦国遺文後北条氏編4133「酒井政辰書状」（鵜沢文書）年欠 ★月日欠

今度参候兵粮共、ミなゝゝはい原三斗六升入にて、こし候へく候、■ハとたハらいをかい■■■一■ニくるミこし候へく候、さいふくしよりいて候米、其外市ゝにあるへく候、よくゝゝとりそろへ候て、二はんニ走被申候かたゝゝ、一キあいきけんのてん馬、刑部ニかきたてさセ、ふれ候て、早ゝはまへ出し申へく候、とけへハまこ七・右馬助つのり之所より一往ことハらセ候へく候、うすいへも申上候へく候、■■■以上ハ不申候て、十二日より十七日の間ニ二百俵共可申候、かしく。猶ゝ、委者明日、三六ニ申へく候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：遠山三川殿・■衛門殿・■左衛門殿　自品川）戦国遺文後北条氏編4135「酒井政辰書状」（鵜沢文書）年欠 ★月日欠

一斗五升とさま衆。一斗つゝきけん衆。一キニもめん一たんつゝ。此兵粮一円なさすもよし心へ申候、おき守へ被申、つかいをもつけられへく候、■■■ちくセんも三川も■■■しもとり候ものも候者、為如何と日記をこさす候、もしなし申候ものも候者、日記をこし候へく候。一、今度参候兵粮三斗六升にて、はまへ付かね申候ハゝ、三斗つゝにてもこし候て、はまにて与左衛門をこし、はい原四斗二升入にてこし候へく候、てきかいそくにていつへにちゝゝにはたらき候へハ、もし海之上なり■■■もしらせす候、かしく。もめん代請取候衆。あきは■■■。なめかた七へもん。かハしま左衛門太。鮎沢けんとう。いしはし五郎へもん。とい■■■。此分これにてうけとり候、かしく、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：三川守殿・ちくセん殿） 戦国遺文後北条氏編4136「酒井政辰書状」（鵜沢文書）年欠 ★月日欠

しめしたまハり候ことく、御神せむにをひて御きねんの御はらひ、ことにおひ一すし、くし一をくり給候、めてたくよろこひいりまいらせ候、なをこのうへ御いのりの事、まかせをき候まゝ、筆にのこしまいらせ候、かしく。尚ゝくハしくハ、御つかひたのみまいらせ候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：いせりう大夫とのへ御返事　はらふせんのかみ内より）戦国遺文後北条氏編4211「原豊前守室消息」（神宮文庫所蔵龍大夫文書）年欠 ★月日欠

御しんせんニおいて御きねん御ハらいならひニ御みや給候、幾久しくとめてたくおもひまいらせ候、つきてハ身つから子ニ候大くらのせうきねんのためにみつからよりわきさしあけまいらせ候、いよゝゝ御きせいなされ候て、やかたさまよりも、いつものことく御はつほあけ御申まいらせ候、又大くらのせうも、御はつほ御つかひへわたしまいらせ候、此よし御心得候へく候、よろつ御めてかさねゝゝ、かしく。返ゝ幾久しく御きねん御ハらへたまハるへく候、とおもひまいらせ候、なをゝゝかさねゝゝわきさし、めいハすけさたはゝきニかねつきまいらせ候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：いせりうたゆふとのまいる御返り事　しもふさより原大くらのせうはゝ、梅こ）戦国遺文後北条氏編4212「原大蔵丞母消息」（神宮文庫所蔵龍大夫文書）年欠 ★月日欠

御文のことく御しんせんにて御きねんおハしまし候て、よろつなお御まほりさしそへたまハり候、大くらもいく久しく申しうけへく候、御はとうまいねんのことく五百文申まいらせ候、申まてハ候ハねと、大くらしんたいの御きねんまかせをきまいらせ候、御めてたさかさねて申まいらせ候へく候、めてかしく。なおゝゝよろつ思ふやうにいき候ハゝ、かさねて御はとう上たてまつるへく候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：りう大夫とのへ人ゝ御中　はら大くら母より）戦国遺文後北条氏編4213「原大蔵丞母消息」（神宮文庫所蔵龍大夫文書）年欠 ★月日欠

御かれいのことく、たうねんこの国御つかひさしこされ候、御はらへならひニとさん給めてたくおもひまいらせ候、ことにこのたひこゝこもとちそう申、やかたよりの御かへり事、大くらとゝのひ申まいらせ候、いく久しく御きねんなされ候ハん事御めてたくこそ候へ、よろつかさね候、かしく。なおゝゝやかてゝゝ御たいくハん御くたり候て候ハんとおもひまいらせ候、其折ふしなをゝゝまいらせ候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：御いせおしりう■夫とのまいる御返事　しもつささくらより原大くらのせうはゝ）戦国遺文後北条氏編4214「原大蔵丞母消息」（神宮文庫所蔵龍大夫文書）年欠 ★月日欠

かえすゝゝむすめのきくわんとしてわきさし一上申まいらせ候、なほゝゝまかせたてまつり候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：りう大夫とのへ人ゝ御かへり事　はら大くらうちより小人）戦国遺文後北条氏編4215「原大蔵丞小人消息」（神宮文庫所蔵龍大夫文書）年欠 ★月日欠

態為書中申達候、此間度ゝ御意之趣申聞候之処、深思慮被申候、猶前刻も御自身有御出、御意之趣御帰之跡、加豊令談合、重而御内儀之段申届候之処ニ、有御達可給置由承候之所、遅ゝ申候へ者如何ニ候之間、尤御内儀之御屋之事可申請之由、加豊与某へ被申事ニ候、為其只今雖日暮候申達候、此由可得貴意候。以上。尚ゝ此度ニ不限御真実之儀、中ゝ過分之由内儀被申候、左候ハゝ、早々御ていの事おかふせられ候て御尤ニ候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：野口人ゝ御中　及便） 戦国遺文後北条氏編4291「某書状」（西山本門寺文書）年欠 ★月日欠

（前欠）たまハり候つかひ入まいらせ候、わさと計に、うすいた一をりて・あふき一本まひらせ候、めてたく、あらゝゝ、かしく、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：しゝ戸四郎殿　せきやとより） 戦国遺文後北条氏編4356「芳春院殿書状」（宍戸文書）年欠 ★月日欠

としのはしめの御しうき申上られ候、めてたく候、ことにわか身かたへも、れうし・らうそくたひ候、ゆハひ入候、かしく。わさと■され申候あふきつかハし候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：しゝと中務大輔　関宿より） 戦国遺文後北条氏編4357「芳春院殿書状」（宍戸文書）年欠 ★月日欠

今朝ハめをするゝゝ罷帰候、さても昨日老屈無是非候、一句にても申され候ハてをかしく候、雨中何事御床敷候、此一樽昨日阿たひ候、田舎とやらん候つる、西との様へ進上申度候、此程ハ参上申度候つれとも、御取乱之御中候、又一向行歩不叶、はひあるき候体、何にても不便にて乍存候、二三日之内ニ万可被下候、出京も是まての事と存候て罷上、一しほ御名残おしく候、明日隣家一門可罷上由候て候、旁しう着之儀無申計候、かしく。返々昨日之老屈難申尽候、尤一向如無候、今朝ハ夜前之儀ニ駿河への者くたり候とて、此雨中何ならぬ書状、人ニあつらへ候てこそ候へ、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：周桂斎定下　柴屋長頭） 戦国遺文今川氏編0438「柴屋軒宗長書状」（実隆公記大永七年夏秋紙背文書）年欠 ★月日欠

返々われゝゝいさゝかもふさた申候ましく候、いかさまふとのほり候て、よろつ申うけ候へく候、くわしくハけいそうへかたりまいらせ候、文給候、ことに御ちや給候、めてたくゆ■ゐ入まいらせ候、一、あさいとう七郎やまの申事のよしうけ給候、道かんのとうゑつさまの御はん候ハゝ、とかくの申事候ハあさましく候、そのよしおかさきへも申候、そなたにて返事候へく候、かしく、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：上かいハうへまいる御返事申給へ　ふちより　しんさう）戦国遺文今川氏編1293「しんさう書状」（大樹寺文書）年欠 ★月日欠



猶ゝ文御うれしく候、あかり候、いよゝゝ手習あるへく候、二三日のうち爰を立候へく候間、廿日此は参候へく候、かミへも此由御ことつて申候、何事も見参にて可申候、かしく、文給候、珍敷見まいらせ候、此間小田原にてみなゝゝいつれも見参申候、けなりけに御入候、可御安心候、それのうはさ申候、春ハ御出候ハん由候間、万御たしなミ候へく候、いつれも兄弟衆様体長敷御入候、見かきられてハさんゝゝの事にてあるへく候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：助五郎殿　御返事　義元） 戦国遺文今川氏編1532「今川義元書状」（喜連川文書）年欠 ★月日欠

昨今ハ懸御目、快然此事候、就其我等進退之儀、御暇申上候処、種々御懇志之儀共過分忝存候、とニかくニゆくすへ難成身上之事候間、直ニ御暇を被下、かしらをもこそけ候様ニ御取成頼入存候、次此くら作にて候由候て、可然かたより給置候間進入候、御乗習ニ御用ニたてられ候ハゝ畏入存候、かしく。みくるしく候て憚入存候、御志計候、月日欠 差出人欠 宛所欠（上書：曽兵公人々御中　明十兵光秀） 八木書房刊明智光秀023「明智光秀書状」（MOA美術館所蔵）年欠 ★月日欠


